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特集
選挙権年齢が満18歳以上に

TOPICS
大和さくらい万葉まつり開催決定！
地震に備える

（災害時の避難所一覧を掲載）
さくらい市議会だより

この一票、子どもたちの未来のために

めいすいくんに
ごはんつくってあげるね
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選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に

「18歳になったというタイミングだけでいきなり選挙
に行きなさいっていうのは難しいでしょうね。特に日
本は政治について身近な問題として学ぶ場が少ないし。
自分の生活と関わって初めて考えられるものなんじゃ
ないでしょうか」
「私も子どもができて初めて国の制度や福祉のことを身
近に感じました。子どもの医療費や保育所問題など…。
そうなると選挙も真剣に行こうかなって考え始めます。
そのうち自分の利益と直結するから、今のうちから考
えとこうよって高校生には言ってあげたいですけど」

「行ってみたいとは思うけど、正直仕組みがわからな
い。自分は今回の選挙ではまだ投票権がないけど、学
校でもっと選挙のことをいろいろ教えてほしい。家族
や友達と選挙について話することなんてないので」
「投票に行ったところで何も変わらない気がする。だ
から当日も行かないんじゃないかなぁ」
「僕だけ誕生日早くて 18歳なんです。だからって友
達の中で１人だけ行けって言われても…。わからない
状態でも行かなあきませんかね？」

30 代　会社員・主婦 10代　高校生

　
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
は
昭
和

20
年
以
来
、
70
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　
18
歳
、
19
歳
の
人
口
は
約
２
４
０
万

人
で
、
全
有
権
者
に
占
め
る
割
合
は
約

2.3
％
ほ
ど
。
た
っ
た
2.3
％
有
権
者
が
増

え
る
だ
け
で
、
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
世
界
的
に
見
る
と
、
18

歳
ま
で
に
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る

国
は
、
全
体
の
92
％
ほ
ど
で
あ
り
、
今

回
の
引
き
下
げ
は
世
界
の
流
れ
に
沿
っ

た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢

化・人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
で
、
日
本
の
未
来
を
担
っ
て

い
く
存
在
で
あ
る
10
代
の
若
者
に
も
、

よ
り
政
治
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　
ま
ち
の
人
は
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
市
役
所
周
辺
や
桜
井

駅
で
聞
き
ま
し
た
。

まちで聞いた声

私たちの未来。

自分で

考えていかないと。

次
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
、
18
歳
選
挙
権
が
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

近
年
、
世
間
で
は
、
特
に
若
い
世
代
で
の
投
票
率
の
低
さ
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
で
き
る
だ
け
若

い
世
代
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
特
集
を
考
え
ま
し
た
。

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん



3 Sakurai City Public Relations

20

40

60

80

100

選
挙
か
ら
遠
ざ
か
る
理わ

け由

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理わ

け由　

　
選
挙
に
行
か
な
い
若
者
は
な
ぜ
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
で
聞
か
れ
た
声
で
は
、

◆�

ニ
ュ
ー
ス
で
、
政
治
家
が
不
正
を
し

た
り
信
用
を
失
う
行
為
を
し
て
頭
を

下
げ
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
。

そ
れ
に
失
望
す
る
。

◆�

わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
行
っ
て
、
投
票

す
る
と
い
う
こ
と
が
面
倒
に
思
え
る
。

◆
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。

　
し
か
し
、
失
望
し
た
政
治
を
変
え
よ

う
と
し
な
い
限
り
、
現
状
は
続
い
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
変
え
る

き
っ
か
け
が
選
挙
で
あ
り
、
あ
な
た
の

一
票
な
の
で
す
。

　
立
候
補
す
る
人
は
誰
で
も
当
選
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
や
は
り
勝
つ
た
め
の
策
を
練
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

20
代
の
人
口
は
約
１
、３
０
０
万
人
で

す
。
60
代
は
約
１
、８
０
０
万
人
。
表

１
の
投
票
率
か
ら
計
算
す
る
と
、
世
代

別
の
投
票
数
の
差
は
、
人
口
差
に
比
べ

て
1.6
倍
の
８
０
６
万
票
も
の
差
に
な
り

ま
す
。

　
60
代
以
上
の
投
票
数
が
多
い
の
で
あ

れ
ば
、
公
約
も
そ
の
世
代
が
最
も
関
心

あ
る
事
項
に
偏
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
今

後
若
い
世
代
の
投
票
率
が
高
く
な
れ

ば
、
自
然
に
若
い
人
に
向
け
た
政
策
も

多
く
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
選
挙
や
政
治
の
話
題
を
ニ
ュ
ー
ス
で

見
る
と
、
若
い
自
分
に
は
関
係
の
な
い

気
が
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
投
票
に
行
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
何

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

変
わ
る
の
は
、
今
。

　
こ
れ
ま
で
若
い
み
な
さ
ん
が
家
族
や

友
人
と
選
挙
に
つ
い
て
話
す
機
会
は
、

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
変
わ
る
の
は
今
。
変
え

る
の
は
今
な
の
で
す
。
面
倒
に
感
じ
て

も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。
ま

ず
は
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
明
治
22
年
に
初
め
て
の
選
挙
が
行
わ

れ
た
と
き
、
投
票
を
認
め
ら
れ
た
の
は

表
２
の
よ
う
に
「
国
に
税
金
を
15
円
以

上
納
め
る
25
歳
以
上
の
男
子
」
の
み
で

し
た
。
現
在
の
物
価
に
換
算
す
る
と
、

お
よ
そ
60
～
70
万
円
の
税
金
を
納
め
る

人
で
、
有
権
者
数
は
、
人
口
の
１
％
程

度
し
か
い
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

女
性
の
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
の

は
、
約
70
年
前
で
す
。
日
本
国
憲
法
が

で
き
、
男
女
平
等
普
通
選
挙
の
権
利
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
倍
以
上
に
増
え
た

当
時
の
有
権
者
に
と
っ
て
、
選
挙
権
は

非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
投
票
率

は
約
70
％
を
超
え
て
い
た
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
ま
で

に
、
選
挙
に
つ
い
て
一
度
ゆ
っ
く
り
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ

投
票
所
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

明治 22年 明治 33年 大正８年 大正 14年 昭和 20年

大日本帝国憲法
（明治憲法）制定

日本国憲法制定

40代

60代

男子普通選挙

男女平等
普通選挙

82.07

77.08

66.69

68.28

49.98

32.58

衆議院議員総選挙における年代別投票率
（％）

昭和 42年 昭和 54年 平成 26年平成 15年平成２年

20代

表 1

表 2

1% 2.2%
5.5%

20%

48%

直接国税 15 円
以上納めている
25歳以上の男子

直接国税 10 円
以上納めている
25歳以上の男子

直接国税 3円以
上納めている 25
歳以上の男子

25歳以上の男子

20歳以上の男女
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Ｑ 投票日に投票所に行けないときは
どうすればよいですか？ 

　

Ａ 投票日に仕事や旅行、その他予定がある人は、
選挙の公示（告示）日の翌日から投票日の前日

まで、毎日午前８時 30分～午後８時の間、期日前投
票ができます。期日前投票所は、市役所本庁舎２階大
会議室です。

Ｑ投票するときには、
何を持っていけばよいですか？ 

Ａ
・期日前
 　投票所入場整理券と宣誓書を持参し、受付に提出し
てください。宣誓書は投票所入場整理券の裏面に記載
されています。事前に内容を記入しておくと、スムー
ズに投票することができます。
※�宣誓書は期日前投票所入口にも用意しています。
・投票日
　投票所入場券のみ。本人確認書類や筆記用具は必要
ありません。

Ｑ投票所入場券が届かないときや、
なくしたときはどうすればいいの？

Ａ 投票所入場整理券は、選挙人に対し選挙が行わ
れることをお知らせすることと、投票所で選挙

人名簿の本人照合をスムーズに行うために送付するも
ので、投票用紙の引き換え券ではありません。したがっ
て、選挙人名簿に登録され選挙権がある場合は、投票
所入場整理券が届いていない場合やなくしてしまった
場合でも、投票はできますので、投票所で受付の係員
に申し出てください。ただし、名簿の照合に時間がか
かる場合があります。

Ｑ投票日当日は市外にいるのですが、
投票することはできますか？ 

 

Ａ 仕事や旅行などで滞在している市区町村で「不
在者投票」をすることができます。

請求の方法
①�「宣誓書（不在者投票請求書）」を記入のうえ、桜井
市選挙管理委員会に投票用紙の請求。 
②�選挙人名簿による確認後、投票用紙等を滞在地の住
所に郵送します。
③滞在先の市区町村役場にある選挙管理委員会で投票
※�郵送でのやり取りになりますので、投票用紙の請求
は余裕を持って早めにしてください。 
※�「宣誓書（不在者投票請求書）」は、市ホームページ
からダウンロードすることができます。 

Ｑ投票所入場整理券に書いてある投票所とは、
別の投票所で投票できないの？

Ａ投票所では、本人と選挙人名簿抄本とを対照し
たあとに投票を行いますが、この選挙人名簿抄

本は投票所の区域ごとに作られ、その投票所の区域に
かかる分しか備え付けられていません。このため、決
められた投票所でしか投票できません。

選挙って言われても、
わからないことがいっぱい…

なるほど！
いろいろ勉強になりました。
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投 票 区 投 票 場 所
第 １ 投 票 区 桜井区公民館
第 ２ 投 票 区 大和信用金庫別館　研修室
第 ３ 投 票 区 谷区公会堂
第 ４ 投 票 区 桜井西小学校生活科室
第 ５ 投 票 区 朝倉台集会所
第 ６ 投 票 区 桜井市立図書館　研修室
第 ７ 投 票 区 粟殿公民館
第 ８ 投 票 区 城島小学校体育館
第 ９ 投 票 区 桜井学園（旧第 4保育所）
第 １０ 投 票 区 いわれ会館
第 １１ 投 票 区 安倍幼稚園遊戯室
第 １２ 投 票 区 高齢者総合福祉センター
第 １３ 投 票 区 粟原公民館
第 １４ 投 票 区 多武峰地区集会所
第 １５ 投 票 区 朝倉学童保育所
第 １６ 投 票 区 狛・岩坂公民館
第 １７ 投 票 区 大福小学校クラブ室
第 １８ 投 票 区 桜井西ふれあいセンター分館
第 １９ 投 票 区 桜井西ふれあいセンター
第 ２０ 投 票 区 吉備会所
第 ２１ 投 票 区 奈良県農協上之郷旧事業所
第 ２２ 投 票 区 笠地区集会所
第 ２３ 投 票 区 上之郷公民館
第 ２４ 投 票 区 第３保育所
第 ２５ 投 票 区 桜井東ふれあいセンター
第 ２６ 投 票 区 吉隠公民館
第 ２７ 投 票 区 三輪小学校体育館
第 ２８ 投 票 区 織田小学校玄関ホール
第 ２９ 投 票 区 障害福祉サービスセンター双葉
第 ３０ 投 票 区 ＪＡならけん纒向支店
第 ３１ 投 票 区 纒向県営住宅集会所
第 ３２ 投 票 区 豊前会所

市内投票場所一覧表
　
任
期
満
了
に
伴
う
第
24
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
こ
の
夏
行
わ
れ
ま
す
。

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　
平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ

た
日
本
国
民
で
、
平
成
28
年
３
月
21
日

以
前
に
桜
井
市
で
住
民
票
が
作
成
さ

れ
、
平
成
28
年
６
月
21
日
現
在
、
引
き

続
き
住
民
登
録
の
あ
る
人
。

　
平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
、
他
の

市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
旧
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
の

名
簿
の
縦
覧

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿

を
、
次
の
期
間
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
市
役
所
３
階
）

　
こ
の
特
集
記
事
は
、
正
式
に
選

挙
の
施
行
日
が
決
定
し
た
時
点
で

の
記
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

投
票
日
等
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
投
票
日
に
よ
り
、
投

票
で
き
る
人
・
期
日
前
投
票
期

間
・
名
簿
縦
覧
日
な
ど
も
変
わ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
４
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

次の投票所は変更されます

第２投票区
エルト桜井１階西側玄関
　　　　↓
大和信用金庫別館　研修室

第６投票区
桜井南小学校体育館
　　　　↓
桜井市立図書館　研修室

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

桜井南幼稚園

桜井南小学校

投票所

至
桜
井
駅

桜井病院

南
都
銀
行

桜
井
支
店

大
和

信
用
金
庫

投票所

行こっか、選挙。

そうだね。

公
示
日
６
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　
の
場
合

投
開
票
日
７
月
10
日

公
示
日
６
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　
の
場
合

投
開
票
日
７
月
10
日
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問　環境総務課（ 45‐2001）問　児童福祉課児童福祉係（ 42‐9111内線 281）

児童手当現況届を提出してください！

現在手当を受給している人が６月以降も引き続いて手
当を受給するためには、児童手当現況届の提出が必

要です。対象者には、５月下旬に現況届用紙を送付しまし
たので、６月中に児童福祉課に提出してください。
�持ち物　現況届、認印、本人の健康保険証、別居監護申
立書（児童と別居の場合）、世帯全員の住民票（市外在住の場
合）、課税（非課税）証明書（H28.1.1現在市外在住の場合）
�手当支給額（月額）
０～３歳 15,000 円
３歳～小６
（第１・２子） 10,000 円

３歳～小６
（第3子） 15,000 円

中学生 10,000 円
所得制限を超える
人の児童

一律
5,000 円

※�６月、10 月、２月の各 15 日（休日の場合はその前の平日）に、
前月分までの手当を支給します。
�扶養人数と所得限度額（単位：万円）
０人…622.0　　１人…660.0　　２人…698.0
３人…736.0　　４人…774.0　　５人…812.0

市 内で住宅用太陽光発電システムを設置した人、また
は設置された新築住宅を購入した人に、市商工会発

行の市内共通商品券５万円分を交付します。
�条件　平成 25年度に J-PEC「太陽光発電普及拡大セン
ター」から補助金交付決定を受けた人、またはそれ以降
に経済産業省の「再生可能エネルギーの固定価格買取制
度」に基づく 10kw未満の太陽光発電設備の認定を受け、
電力会社と受給契約を結んだ人
�申請方法　７月１日㊎～平成 29 年３月 31 日㊎までの
間に必要書類を添えて、市グリーンパーク内環境総務課
へ直接申請。（交付申請書は環境総務課窓口で入手するか、
市ホームページからダウンロード）その他、申請条件や
必要書類はホームページで確認するか環境総務課へ問い
合わせてください。
※�風致地区内に設置する場合は、事前に
都市計画課（ 42 - 9111 内線 223）
まで、景観保全地区・環境保全地区
内に設置する場合は、事前に県景観・
自然環境課（ 0742 - 27 - 8757）ま
で必ず問い合わせてください。

住宅用太陽光発電システム
設置奨励金を交付します

Sakurai Information  +

問　税務課市民税係（ 42‐9111内線 542）

卑弥呼の里・桜井
ふるさと寄附金のご報告

桜井市では、平成20年８月から「卑弥呼の里・桜井
ふるさと寄附金」を設置し、邪馬台国のロマンに心

魅かれる人や桜井市を応援してくださる人から寄附を募っ
ています。遺跡の現地説明会や考古学フォーラム、市内で
行われる各種イベント等でＰＲ活動を継続しています。こ
れまでに、下記のとおり市内外からたくさんの寄附をいた
だきました。 　　　　
平成 28年３月末現在
個人 3,705 件（うち市内 161件）　 42,327,669 円

団体 28 件　　（うち市内 16件） 8,124,937 円

合計 3,733 件 50,452,606 円

※ �2,000 円を超える寄附金については、一定の限度額まで所
得税と住民税の控除が受けられます。また、5,000 円以上寄
附していただいた人には桜井市の特産品を進呈します。申込
み・支払方法等詳しい内容は、税務課市民税係へお問い合わ
せください。
みなさんの応援のもと、魅力あふれるまちづくりに向けて取
り組んでいきますので、今後もご協力をお願いします。

平成 27年度ふるさと寄附金活用実績
◆市民協働推進補助金として　
　市民のみなさんが取り組む新たな
公益活動を応援する事業補助制度と
して活用。27 年度は９事業が採択
されました。
◆纒向学調査研究情報の発信
　纒向学研究センターでの様々な研究活動とともに、情報
発信事業としてホームページの運営を行いました。また「セ
ンター年報」「纒向考古学通信」などを刊行し、全国に発
送しました。市民対象には、考古学体験ができる「纒向考
古楽講座」や、年２回の「纒向学セミナー」を開催。また、
桜井市や纒向遺跡の知名度向上と調査研究成果の発信を目
的として、東京で女王卑弥呼をテーマとしたフォーラムを
開催しました。



7 Sakurai City Public Relations

問　営繕課（ 42‐9111内線 243）問　文化財課（ 42‐6005）

夏休み、市内の文化財に触れながら桜井の歴史を学ぶ
とともに、普段はできない体験をしてみませんか。

�日時　７月 28日㊍・29日㊎
　　　  午前 10時～午後 4時頃
�内容　市立埋蔵文化財センター内および上之宮遺跡園池
遺構にて体験学習
【１日目】開校式、バックヤードツアー、展示見学、土器
洗い、土器接合、遺物写真撮影
【２日目】上之宮遺跡での測量体験、滑石を使った勾玉・
管玉・小玉作り、閉講式
�対象　桜井市内の小学４～６年生、先着 20名
�費用　500円（材料費・保険料）
�持ち物　弁当、水筒、筆記用具、帽子、汚れてもよい服装
�申込方法　往復ハガキに①住所②氏
名③学校名④電話番号を記入のうえ、
市立埋蔵文化財センター（〒 633‐
0074大字芝 58‐2）まで。
※�往復ハガキは参加者 1名につき 1
枚、電話・FAXでの申込みは不可。

市立埋蔵文化財センター学芸員の
仕事を体験しよう！

入居日８月１日（月）
市営住宅等空家の居住者を募集します

　

申込資格
・市内在住または在勤の人で、現在住宅に困っている人
・�現に同居し、または同居しようとする親族（婚約者含む）
がいる人（単身者住宅を除く）
・条例で定める下記の基準月収額を超えないこと
市
営
住
宅

一般世帯 158,000 円

高齢者・障害者世帯 214,000 円
改
良
住
宅

一般世帯 114,000 円

高齢者・障害者世帯 139,000 円

・市税を滞納していない人・暴力団員でないこと
・�過去に市営住宅に入居していて、滞納や無断退去等をし
ていない人
・持家のない人であること　など
　詳しくは問い合わせてください。
受付期間　6 月 1日㊌～ 10日㊎
※期間中、平日の 9:00 ～ 16:30 に営繕課窓口で直接申込。
　専用申込用紙は営繕課で配布しています。
選考方法　公開抽選
※募集住宅および戸数の一覧表は営繕課にあります。

問　観光まちづくり課（ 42‐ 9111内線 342）

大和さくらい万葉まつり開催決定！
「現代版海

つ ば い ち
石榴市」出店者募集

問　地域包括ケア推進室（ 42‐ 9111内線 267）

あなたの地域でも始めませんか？
いきいき百歳体操

　

いきいき百歳体操は、高知市で開発された体操です。
おもりを手首や足首につけて、映像を見ながら、主

にイスに座って行う日常生活で必要な筋力を維持するた
めの体操です。お住まいの地域のグループで週１～２回、
30～ 40分程度行います。
　この体操の運営は、参加するみなさんが主体です。すで
に市内でも取り組んでいるグループもあります。参加して
みたい、グループで始めてみたいという人は、住んでい
る地域の地域包括支援セン
ターまで問い合わせてくだ
さい。
　なお、対象は市内在住のお
おむね65歳以上の人です。

桜井中学校区　　地域包括支援センターのぞみ 42 - 5590
桜井西中学校区　地域包括支援センターきぼう 46 - 1023
桜井東中学校区　地域包括支援センターきずな 44 - 3655
大三輪中学校区　地域包括支援センターひかり 45 - 3651

今 年も、大和さくらい万葉まつり
の開催が決定しました！

�開催日　９月 18日㊐
　（荒天の場合は中止。順延なし）
�場所　市民会館およびその周辺

大和さくらい万葉まつり「現代版海
つ ば い ち
石榴市」の出店者を募

集します。
※�店舗内のテーブル・イスは各自で用意してください。
※�出店料等応募に関する書類を送りますので、事務局まで
問い合わせてください。
募集期間　７月 20日㊌まで
大和さくらい万葉まつり実行委員会（事務局窓口：市観光
まちづくり課内線 342）ホームページ：http://manyou-
fes.jp/
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定
例
会
の
概
要

　
平
成
28
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
報
告
案
件
１

件
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
の
予
算
案
９
件
、
条
例
の
制

定
５
件
、条
例
の
一
部
改
正
15
件
、

契
約
の
締
結
１
件
お
よ
び
平
成
27

年
度
の
補
正
予
算
４
件
を
す
べ
て

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の

選
出
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
２
件
を

可
決
し
た
ほ
か
、
人
事
案
１
件
を

承
認
し
ま
し
た
。

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

桜
井
市
政
治
倫
理
条
例
を

全
会
一
致
で
可
決
！

　
こ
の
条
例
は
、
議
員
と
市
長
等

が
、
市
民
と
の
相
互
の
信
頼
関
係

を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

人
格
の
向
上
と
倫
理
の
確
立
に
努

め
、
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な

市
政
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の

で
す
。

条
例
の
ポ
イ
ン
ト
（
抜
粋
）

（
政
治
倫
理
基
準
）

第
４
条　

市
長
等
及
び
議
員
が

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

○�

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
品

位
及
び
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職

務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
も

た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

し
な
い
こ
と
。

○�

権
限
又
は
地
位
を
利
用
し
て
、

い
か
な
る
金
品
も
授
受
し
な
い

こ
と
。

選
挙
区
内
に
お
け
る
香
典
を

自
粛
し
ま
す

※�

桜
井
市
議
会
で
は
、
平
成

28
年
４
月
１
日
よ
り
選
挙

区
内
の
香
典
を
自
粛
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 28 年 6月 1日発行　№ 178

政
治
倫
理
条
例
を
制
定
！

平
成
28
年
度

一
般
会
計
予
算
２
２
８
億
９
、８
０
０
万
円
に

さくらい
市議会だより

平成 28 年 3 月定例会報告

定例会の概要、トピックス…… 8
主な議案の議決結果…… 9
各議員の賛否…… 10
予算特別・常任委員会…… 10・11
代表・一般質問…… 12・13
平成 28 年度新役員決定…… 14
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 1 号
（予算特別委員会）

平成 28 年度桜井市一般会計予
算

予算総額　228 億 9,800 万円
（前年度比　0.7％増）

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 4 号
（予算特別委員会）

平成 28 年度桜井市国民健康保
険特別会計予算

予算総額　81 億 5,992 万 5,000 円
（前年度比　0.6％減）

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 10 号
（総務委員会）

平成 27 年度桜井市一般会計補
正予算（第 4 号）

補正額　2 億 6,951 万 7,000 円
臨時福祉給付金支給費で低所得の高齢者向け
の年金生活者等支援臨時福祉給付金にかかる
所要額ならびに塵芥処理費でリサイクルセン
ターにおける火災爆発の復旧にかかる工事請
負費等

可　決
（賛成全員）

議案第 14 号
（文教厚生委員会）

桜井市保健福祉センター条例の
制定について

旧奈良県桜井総合庁舎を桜井市の福祉・医療
の拠点施設として活用するにあたり、条例の
制定を行う。

可　決
（賛成全員）

議案第 30 号
（文教厚生委員会）

桜井市重度心身障害者手当支給
条例の一部改正について 制度改正に伴う一部改正 可　決

（賛成全員）

議案第 32 号
（文教厚生委員会）

桜井市指定地域密着型サービス
の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例及び
桜井市指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例の一
部改正について

引用する省令の一部改正に伴い、関係条例の
一部改正を行う。

可　決
（賛成全員）

議案第 33 号
（文教厚生委員会）

桜井市家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準（平成 26 年厚生労働省令第 61 号）の改正
に伴い、引用する当該条例の一部改正を行う。

可　決
（賛成全員）

議案第 34 号
（文教厚生委員会） 特定事業契約の締結について

【契約の目的】桜井市立学校給食センター整備
事業【契約方法】一般競争入札（総合評価落
札方式）【契約金額】2,785,359,108 円に事
業契約書に定める方法により算定した物価変
動等に伴う増減額並びに当該増減額に係る消
費税及び地方消費税相当額を加算した額契約
期間】契約締結の日から平成 45 年 3 月 31 日
まで【契約の相手方】桜井給食ファシリティー
ズ株式会社

可　決
（賛成全員）

委員会提出
議案第１号

桜井市政治倫理条例の制定につ
いて

倫理上問題となる行為を条例として明文化す
ることで、市民との相互の信頼関係を形成す
る基盤とする。

可　決
（賛成全員）

委員会提出
議案第２号

出産に伴う議会の欠席に関する
規定を設ける標準会議規則の改
正について

地方議会においても男女共同参画を考慮した
議会活動を促進するため手続きを明確化する。

可　決
（賛成全員）

主な議案の議決結果
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平
成
28
年
度
予
算
を
審
査

予
算
特
別
委
員
会

委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介

（
平
成
28
年
３
月
14
日
開
催
）

予
算
特
別
委
員
会（
８
名
で
構
成
）

委 

員 

長　

 

土　
家　
靖　
起

副
委
員
長　
吉　
田　
忠　
雄

委　
　
員　
工　
藤　
行　
義

　
　
〃 　

  

東　
　
　
俊　
克

　
　
〃   　
西　
　
　
忠　
吉

　
　
〃   　
我　
妻　
　
　
力

　
　
〃　
　
大　
西　
　
　
亘

　
　
〃　
　
金　
山　
成　
樹

　
※

経
常
収
支
比
率
が
、
前
年

よ
り
5.8
％
悪
化
し
、
１
０
４
．

５
％
と
な
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
類
似
団
体
と
比
較
し
て
、
人

件
費
に
大
差
な
い
が
、
物
件
費

や
公
債
費
、
扶
助
費
が
高
い
こ

と
が
一
番
の
要
因
と
考
え
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
管
理
運
営

費
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中

期
財
政
計
画
の
中
で
財
政
の
健

全
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
道
の
狭
い
地
域
で
の
、
ご
み

収
集
や
ふ
れ
あ
い
収
集
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

　
住
民
の
高
齢
化
や
道
の
狭
い

地
域
等
に
よ
る
排
出
困
難
者
へ

の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
小
さ
い
収
集
車
を
予
算
計

上
す
る
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い

収
集
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
１

名
の
採
用
も
行
っ
た
。
今
後
は

高
齢
世
帯
等
の
見
守
り
や
安
否

確
認
を
行
う
上
で
、
お
互
い
の

顔
が
見
え
る
信
頼
で
き
る
関
係

づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
収
集
の
体
制
づ
く
り

や
対
象
者
、
対
象
地
区
の
選
定

の
ル
ー
ル
化
を
順
次
試
行
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
な
対
応
に
よ
り
、
受
診
率

も
上
が
り
、
結
果
も
出
て
い
る

が
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
検
査
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
受
診
率
の
向
上
も
見
ら
れ
、

胃
が
ん
以
外
の
検
査
も
来
年
か

ら
導
入
す
べ
く
、
予
算
案
に
計

上
し
た
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
等
に

つ
い
て
も
、
医
師
会
と
意
見
を

統
一
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

※�

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾

力
性
を
示
す
指
数
で
あ
り
、

低
い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ

る
。

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

選　第１号 桜井市選挙管理委員及び補充員
の選挙について

選挙管理委員（土谷好秀氏・山田維久子氏・
南元一氏・土佐元成氏）選挙管理委員補充員（山
形滿子氏・内藤久子氏・西本巳喜男氏・夛山
禎一氏）

選　挙

発議案１号 無電柱化の推進に関する法整備
を求める意見書について 提出先　衆議院議長　参議院議長 可　決

（賛成全員）

発議案２号 地方公会計の整備促進に係る意
見書の提出について

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理
　　　　大臣　総務大臣　財務大臣

可　決
（賛成全員）

諮　第１号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 大字谷　南野知子氏 承　認

（賛成全員）

他　報告案件 1件　平成 28年度特別会計予算 6件　平成 28年度水道事業会計 1件　平成 27年度特別会計補正
　　予算３件　条例の制定 4件　条例の一部改正 12件
※すべての議案一覧については、桜井市議会ホームページまたは、桜井市議会事務局にてご覧いただけます。

　各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇 反対 ･･･ × 棄権 ･･･ △ 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません

高
谷
二
三
男
○
○

札
辻　

輝
已
○
○

工
藤　

行
義
○
○

東
　

俊

克
○
○

土
家　

靖
起
○
○

岡
田　

光
司
○
○

吉
田　

忠
雄
×
×

藤
井　

孝
博

議
長

西
　

忠

吉
○
○

我

妻
　

力
○
○

阪

口
　

豊
○
○

工
藤　

将
之
○
○

大

西
　

亘
○
○

井
戸　

良
美
○
○

金
山　

成
樹
○
○

大
園　

光
昭
○
○

議 員

議 案

議案第１号
議案第４号

答 答

答 問問

問
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常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

総
務
委
員
会
（
付
託
案
件
１
件
）

桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　
空
き
家
活
用
フ
ァ
ン
ド
造
成

の
た
め
の
※

出し
ゅ
つ
え
ん
き
ん

捐
金
を
組
ん
だ

経
緯
と
市
の
か
か
わ
り
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
も
同
様
の
要

望
が
あ
れ
ば
応
え
る
考
え
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
初
瀬
に
お
い

て
も
つ
く
ら
れ
、
本
市
と
し
て

も
支
援
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今

後
も
地
元
が
ま
と
ま
り
、
そ
の

地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
の
中
で
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ

け
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
支
援

し
た
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
火

災
爆
発
に
お
け
る
対
策
は
今
後

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の

か
。

　
新
た
に
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
可

燃
ガ
ス
を
使
っ
た
缶
や
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
の
分
別
集
を
４
月

と
７
月
に
実
施
し
、
か
ご
に
入

れ
た
も
の
を
パ
ッ
カ
ー
車
で
は

な
く
、
ダ
ン
プ
車
で
回
収
す
る

考
え
で
あ
る
。

　

道
路
維
持
修
繕
工
事
費
が

５
千
６
百
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
が
支
障
は
出
な
い
の
か
。

　
今
年
度
に
限
り
、
交
付
金
の

配
分
が
悪
か
っ
た
結
果
で
あ

り
、
橋
梁
補
修
等
推
進
化
計
画

に
お
い
て
27
年
度
に
予
定
し
て

い
た
４
カ
所
を
３
カ
所
に
減
ら

す
な
ど
影
響
も
出
た
が
、
28
年

度
予
算
に
は
盛
り
込
ん
だ
。

　
観
光
費
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関

連
事
業
は
具
体
的
に
ど
う
か
。

　

情
報
発
信
事
業
に
つ
い
て

は
、
海
外
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲

載
で
あ
る
。
受
入
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
お
も
て
な
し

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
本
市
の

お
も
て
な
し
協
議
会
に
委
託
す

る
考
え
で
あ
る
。
戦
略
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
旅
行
者
の
志
向
分
析
な

ど
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

に
委
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
同
時
に
進
め
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
多
く
の
外
国
人
に
お
越

し
い
た
だ
き
た
い
。

※�

出
捐
金
…
返
還
の
必
要
の
な

い
拠
出
金

文
教
厚
生
委
員
会

（
付
託
案
件
５
件
）（
抜
粋
）

桜
井
市
重
度
心
身
障
害
者
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
重
度
心
身
障
害
者
の
手
当
支

給
額
が
障
害
の
程
度
に
応
じ
、

３
段
階
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一

律
１
、２
０
０
円
に
減
額
さ
れ

る
。
３
千
円
か
ら
減
額
さ
れ
る

方
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
十
分

な
配
慮
を
願
う
。

　
昭
和
50
年
に
制
度
化
さ
れ
た

事
業
で
あ
る
が
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
も
軽
減
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
改
正
を
行
っ
た
。
す

べ
て
の
対
象
者
に
ご
理
解
い
た

だ
け
な
い
面
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努

め
た
い
。

桜
井
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
及
び
桜
井
市
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
改
正
に
伴
い
、
大
き
く
変
わ

る
点
は
何
か
。

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
定
員
18

名
以
下
の
通
所
介
護
事
業
所

が
、
県
の
指
定
か
ら
市
の
指
定

に
変
わ
り
、
事
業
経
費
の
見
直

し
や
指
定
の
取
り
消
し
も
市
が

行
う
こ
と
に
な
る
。

特
定
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
十
分
な
監
視
体
制
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
建
設
事
業
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
委
託
し
、
専
門
的
な
目

で
行
う
。
運
営
は
落
ち
着
い
た

段
階
で
、
市
が
受
け
継
ぐ
考
え

で
あ
る
。

答

答

答

答

答

答答

新給食センターイメージ図

問問

問

問 問

問問

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
！

　

広
報
「
わ
か
ざ
く
ら
」

に
合
わ
せ
て
、
市
議
会
の

ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は

カ
ラ
ー
７
ペ
ー
ジ
で
ご
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
後
も
よ
り
見
や
す
く

分
か
り
や
す
い
紙
面
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
皆

様
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
節
は
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
議
会

ペ
ー
ジ
へ
の
ご
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
電
話
ま

た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
あ
な
た

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

（
　
42
‐
９
１
３
２
・

Ｆ
Ａ
Ｘ　
46
‐
５
９
３
０
）
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金山　成樹 議員

鳥獣被害対策について

問 平成26年度の野生鳥獣による農作物被害
は、全国で約 191 億円にのぼるが、本市

の被害状況はどれ程か。丹精込めて育てた農作物
が、イノシシや鹿に荒らされた時の生産者の落胆
の気持ちは察するに余りある。近年、住居施設へ
の被害なども含め、対策はどうか。

答 中山間での野菜、タケノコ、米などに、
2,653 万円の被害が出ている。年々、被害

が増加していることから、農林業等の被害軽減を
目的に桜井市鳥獣被害防止対策協議会を設立し取
り組んでおり、平成 28 年度には平成 25 年度の
被害総額の 30％を削減したい。イノシシが市街
地でも確認されるようになり、各課連携して注意
喚起等に取り組み、対応に当たっている。

【その他の質問項目】
●定住促進の取り組みについて

井戸　良美 議員

少年・少女のスポーツ振興、
支援について

問 スポーツ庁が、平成 27年度に実施した小
学 5年、中学 2年の男女を対象とした全

国体力テストの結果で奈良県は、中学２年男子の
他は全国平均を下回っている。本市は少年少女の
体力の向上にむけ、どのように支援していく考え
か。

答 体力総合点で、県平均を上回ったのは、小
学 5年生女子のみであったことから、各学

校で運動時間を増やし、運動好きの子どもの育成
に取り組んでいる。また、新年度より、子ども若
者わくわくチャレンジ奨励金により、目標を持っ
てスポーツや芸能文化に取り組む子どもや若者を
支援していきたい。

【その他の質問項目】
●桜井市に功績のあった人に対する表彰について

土家　靖起 議員

清掃作業員の採用募集
について

問 経常収支比率が 104.5％と県下で一番悪
く、全国でもワースト 10に入るという報

道に対し、市民から不安の声を多く聞く。第 1次・
第 2次行財政改革を継承する考えであれば、清掃
作業員は採用すべきでない。なぜ直ぐにでも 3名
乗車を 2名乗車にし、民間委託を進めないのか。

答 ごみの排出困難者や道の狭い地域の対策、
高齢世帯の見守りや安否確認、収集・搬入

されたごみの展開検査などを行うため、1名の採
用を行った。業務の外部化については、ごみ収集
業務に限らず、検証を進め、第三者委員会の設置
も他市を参考に検討したい。

【その他の質問項目】
●ふるさと納税に対する取り組みついて
●中和幹線沿道の企業誘致について

東　俊克 議員

桜井駅南口エリアの
活性化と事業について

問 新年度、桜井駅南口エリアでは、賑わい　　　　
と活気を取り戻すために、どのように取り

組む考えか。

答 駅前再開発ビル「エルト桜井」においては、
国の先導的官民連携支援事業を活用し、賑

わいと交流をもたらすための拠点となる機能の配
置や事業手法等を広く検討していく。併せて国に
対し、立地適正化計画の経過措置を活用し大規模
改修ができるよう要望しているところである。ま
た、本町通りは、おもむきのある街並み・景観を
地域と一緒になって保存・活用すべく、官民が連
携して一日でも早く活性化できるよう、全力で取
り組みたい。地域の皆さんが、商工会、地元金融
機関と一緒に、新たに立ち上げられる「まちづく
り会社」には、大いに期待しており、株式会社で
ある場合、出資し、支援していきたい。

12

　 代 表 ・ 一 般 質 問

一般質問 一般質問

一般質問一般質問
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問 本市の今後の人口目標は、平成 52 年、
2040 年に５万 1,232 人とされているが、

それを実現する為に、妊産婦助成制度として、マ
タニティータクシークーポン等の導入が必要と考
えるがどうか。

答 まずは本市で生活し、出産を望む妊婦さん
が、どのようなことを希望されているかと

いった調査や整理が必要と考える。それらを踏ま
え、8月にオープンする保健福祉センター陽だま
りにおいて、出産、子育てに対し、切れ目のない
支援ができるメニューを提案していけるよう取り
組みたい。

【その他の質問項目】
●まほろばセンター利活用について

問 地域防災計画について、どの点を見直す考
えか。また、この防災計画に概要版を作成

する考えはないか。BCP（業務継続計画）の進捗
状況はどうか。

答 災害対策基本法の改正や県地域防災計画の
見直しを受け、整合性を図ると共に、避難

行動用名簿に記載する方々の範囲や指定緊急避難
場所の災害種別ごとの指定等行った。概要版につ
いては、市民にわかりやすく広報するために前向
きに検討していく。BCPについては、引き続き検
討を行うが、ICT 部門の BCPについては、策定に
向け推進して行く。

【その他の質問項目】
●インフルエンザ等が発生した際の対応について

問 不登校のきっかけとなる状況は様々である
が、一人ひとりの多様な課題に対して切れ

目のない組織的な支援が必要と考える。教育支援
センターの設置を含め、今後の取り組みはどうか。

答 家庭との連携強化を図りながら、早期に児
童生徒の状況に応じた対応を心がけてい

る。また、市内４中学校にスクールカウンセラー
を配置し、児童生徒、保護者、学校教職員等にな
指導や助言を行っている。適応指導教室さくらの
広場の充実を図りながら、将来的に教育支援セン
ターの設置も検討していきたい。

【その他の質問項目】
●�国土強靭化地域計画について
●自殺対策について

問 子どもの医療費については、今年 8月の診
療分から通院についても中学校卒業まで助

成されることになった。子どもが病気やけがをし
たときに、お金のことを気にかけなければならな
いような社会であってはならないと考える。県に
対して、窓口での支払いをなくす「現物給付方式」
にするよう、市長会を通じ要望されたい。

答 現物給付方式に変更するには、県下市町村
の意思統一や各医療機関の協力が必要であ

る。今後とも市長会の中でも話をまとめ、県との
協議をおこなっていきたい。

【その他の質問項目】
●国民健康保険制度について

防災への取り組みについて 妊産婦助成制度について

不登校児童生徒への対応
について

子どもの医療費の助成制度
について

　大園　光昭 議員

大西　亘 議員

　　　岡田　光司 議員

吉田　忠雄 議員

　 代 表 ・ 一 般 質 問

一般質問 一般質問

一般質問 一般質問
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〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

〃　
　
　
札　
辻　
輝　
已

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　
　
高　
谷　
二
三
男

副
委
員
長　
　
工　
藤　
将　
之

委　
　
員　
　
大　
西　
　
　
亘

〃　
　
　
吉　
田　
忠　
雄

〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

　

  

〃　
　
　

 

東　
　
　
俊　
克

　

  

〃　
　
　

 

工　
藤　
行　
義

役

員

紹

介

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
土　
家　
靖　
起

副
委
員
長　
　
金　
山　
成　
樹

委　
　
員　
　
大　
園　
光　
昭

〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

〃　
　
　
阪　
口　
　
　
豊

〃　
　
　
我　
妻　
　
　
力

〃　
　
　
吉　
田　
忠　
雄

〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

〃　
　
　
工　
藤　
行　
義

〃　
　
　
高　
谷　
二
三
男

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
札　
辻　
輝　
已

副
委
員
長　
　
吉　
田　
忠　
雄

委　
　
員　
　
井　
戸　
良　
美

〃　
　
　
大　
西　
　
　
亘

〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

〃　
　
　
西　
　
　

 

忠　
吉

〃　
　
　
藤　
井　
孝　
博

〃　
　
　
土　
家　
靖　
起

〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

〃　
　
　
高　
谷　
二
三
男

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
工　
藤　
行　
義

副
委
員
長　
　
大　
園　
光　
昭

委　
　
員　
　
金　
山　
成　
樹

〃　
　
　
井　
戸　
良　
美

〃　
　
　
大　
西　
　
　
亘

〃　
　
　
阪　
口　
　
　
豊

〃　
　
　
西　
　
　

 

忠　
吉

〃　
　
　
藤　
井　
孝　
博

　
平
成
28
年　
新
役
員
選
出

　
平
成
28
年
第
１
回
臨
時
議
会
が
５
月
９
日
に
開
か
れ
、
平
成
28

年
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

長　
　
我
妻 

　

力

副

議

長　
　
井
戸　

良
美

監
査
委
員　
　
大
西   




亘

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
さ
る
５
月
9
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
議
員
皆
様
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
範
囲
が

拡
大
し
て
い
く
中
、
市
政
運
営
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
政
60
周
年
を
迎
え
、
わ
が
桜
井
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
、
な
お
一
層
、
議
会
改
革
等
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
常
に
市

民
の
目
線
に
立
ち
な
が
ら
民
意
を
的
確
に
反
映
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
員
は
「
市
民
の
代
表
で
あ
る
」
と
の
原
点
に
立
ち
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
十

分
に
役
割
を
発
揮
し
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
工
藤　
将
之

副
委
員
長　
　
大
園　
光
昭

委　
　
員　
　
金
山　
成
樹

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
吉
田　
忠
雄

　

議
会
だ
よ
り
は
、
桜
井
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.sakurai.lg.jp/

sosiki/gikaijim
ukyoku/

index.htm
l

）
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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今回は、「大和さくらい１００選」の「記紀万
葉ゆかりの地」に選ばれているいわれ地域の宮
周辺を紹介するよ！

　磐
いわ れ
余玉

たま ほ
穂宮の伝承地は池之内の稚桜神社からおよそ

300 メートル西南にあります。ここは継体天皇の宮
だったとされています。継体天皇は応神天皇五世の孫
彦
ひこうしのおおきみ
大人王の子で母親は振

ふるひめ
媛です。皇后は手

た し ら か
白香皇女で

あり、欽明天皇はこの二人の子どもにあたります。現
地は、北は耳成山、西にはすぐ香具山があり、さらに
やや離れて畝傍山が望まれます。北東に三輪山が背景
をなしていて景勝の地でもあります。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課
（ 42‐ 9111内線 342）

も
も
づ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を

今
日
の
み
見
て
や

雲
隠
り
な
む

―
大
津
皇
子
　
万
葉
集
巻
三
―
四
一
六

←↓�池之内にある
稚桜神社

　稚
わかざくら
桜神社は安倍文殊院の西南方向にあたる池之内

にあります。「延喜式」神名帳、城上郡内に若桜神社
があり、「磐

いわれわかざくら
余稚桜宮」が池之内付近だとする説があ

ります。この「磐余稚桜宮」は神功皇后および履中
天皇の宮とされ、桜井市谷の若桜神社とこの磐余稚
桜神社の二つが伝承地となっています。

　この歌は大津皇子が死を賜った時に磐余池の堤で涙
を流して作られたとされ、皇子の辞世の歌といわれて
います。無実の罪を負いながら飛

あすかきよみはら
鳥淨御原宮から磐余

池の堤をとおって、訳
おさ だ の い え
語田舎に連行される途中、池の

ほとりで歌を作ったのではないかと推測されています。
　この歌の歌碑は、春日神社（吉備）の南にある、吉備
池の堤に建っています。

お詫びと訂正
　広報わかざくら 4月号・5月号のページにおい
て、下記のような誤りがありました。お詫びして
訂正します。
・4月号　桜の井という井戸の写真

・5月号
① 80年間の長い恋物語：最後から 2行目の文章
誤：大字初瀬
正：大字白河

②ページ左下の写真の表記
誤：春日神社（白河）
正：秉田神社

誤 正

安倍文殊院

土舞台

若桜神社

艸墓古墳

安倍寺跡

国道165号

県
道
15
号

稚桜神社

桜の井

吉備池廃寺

磐余池
推定地

小高い森の上にのぼると、
立派な社殿があるよ！

磐余玉穂宮伝承地
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広報わかざくら　平成28年６月号

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
条
件
が
変
わ
り
ま
す

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
に
加
え
、

居
住
費
や
食
費
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。
所
得
が
低
い
場
合
、
居
住
費

と
食
費
は
、
所
得
に
応
じ
た
自
己

負
担
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
超
え
る
利
用
者
負
担

分
は
、
申
請
す
る
と
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
基
準

を
満
た
す
人
に
は
、
負
担
限
度
額

認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

８
月
か
ら
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
支
給
の
た
め
の
自
己
負
担

限
度
額
の
区
分
の
決
定
に
あ
た

り
、
非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
）
が
収
入
と
し
て
算
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

介
護
保
険
料
の
算
定
や
そ
の
他

の
制
度
に
は
、
非
課
税
年
金
は

勘
案
さ
れ
ま
せ
ん
。　

　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
介
護
保
険

係　
（

内
線
２
８
６・２
８
７
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
６
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
３
日
㊎
～
７
日
㊋

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽��

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日
本
国
民
で
次
の
要
件
を
満
た

す
者

▽��

年
齢
条
件　
平
成
８
年
６
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

▽�
住
所
要
件　
平
成
28
年
３
月
１

日
以
前
に
、
桜
井
市
に
住
民
票

が
作
成
さ
れ
（
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
）
引
き
続
き
６
月
１
日

現
在
、
桜
井
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　
同
時
に
平
成
28
年
３
月
３
日
か

ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
に
新
た
に

市
の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
も
縦
覧

で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

内
線

２
４
１
）

も
う
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
？

高
齢
者
向
け
給
付
金

　
給
付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
人
に
は
、
４
月
末
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
提
出
期

限
は
８
月
２
日
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者　
昭
和
27
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成

27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
（
課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護

受
給
者
は
除
く
）。

※�

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
の

住
所
地
が
申
請
場
所
で
す
。

▽�

給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円
を
１
回
限
り

　
・　
　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
（

内
線
２
６
５
）

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
分
析
調
査
事
業

　
市
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
使
用

実
態
を
把
握
し
、
被
害
の
未
然
防

止
と
早
急
に
除
去
す
る
た
め
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す

▽�

対
象
住
宅　
市
内
で
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
建
築
物

▽�
対
象
者　

・�
補
助
対
象
建
築
物
の
所
有
者
ま

た
は
そ
の
同
意
を
得
た
人
（
共

有
の
建
築
物
は
全
員
の
同
意
）　

・�

過
去
に
国
等
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト

等
の
分
析
調
査
に
関
し
て
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人　

・�

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・�

暴
力
団
員
お
よ
び
暴
力
団
関
係

者
で
な
い
人

▽�

対
象
調
査　
施
工
さ
れ
て
い
る

吹
付
け
建
材
に
つ
い
て
建
築
物

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
が
行
う

ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
含
有
の
有
無

に
か
か
る
定
性
分
析
調
査
お
よ

び
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
含
有
量
分

析
調
査
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た

は
そ
の
両
方
の
調
査
。

※�

12
月
末
ま
で
に
完
了
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
。

▽
募
集
件
数　
１
件（
抽
選
選
考
）

▽�

申
込
期
間　
６
月
６
日
㊊
～
30

日
㊍
（
応
募
多
数
の
と
き
は
抽

選
。
申
込
が
上
限
に
満
た
な
い

場
合
は
随
時
受
付
し
ま
す)

▽�

申
込
方
法　
電
話
連
絡
後
、
平

日
の
受
付
期
間
内
に
、
営
繕
課

窓
口
に
て
直
接
申
込
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
・　
　

営
繕
課
（

内
線

２
１
７
）

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
（
幼
稚

園
保
育
料
・
入
園
料
の
補
助
）

　
市
内
在
住
で
、
子
ど
も
を
私
立

幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭

を
対
象
と
し
て
、
所
得
状
況
や
世

帯
状
況
に
応
じ
て
、
入
園
料
・
保

育
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
通
園
し
て
い
る
幼

稚
園
ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

学
校
教
育
課
（

内
線

６
０
7
）

　
　

行
政
情
報

問

問

基礎年金の種類 年金額
老齢基礎年金（満額） 780,100 円

障害基礎年金
1級 975,125 円
2級 780,100 円

遺族基礎年金 780,100 円

年金支給額のお知らせ
　平成 28年度の年金支給額（年額）が下
記に変更になります。
　　　

ただし、国民健康保険税、市県民税、介
護保険料および後期高齢者医療保険料が
特別徴収の対象になっている人は、受け
取り額が変わる場合があります。

▽ �問い合わせ先　保険医療課保険年金係
（ 内線 528）

申
問

問

申
問
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教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
小
学
校
に
就
学
予

定
で
、
発
達
に
不
安
の
あ
る
幼
児

の
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
６
月

１
日
㊌
～
30
日
㊍
の
間
に
、
現
在

通
っ
て
い
る
幼
稚
園
・
保
育
所
等

を
通
じ
て
申
込
む
か
、
直
接
学
校

教
育
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
学
校
教
育
課
（

内
線

６
０
２・６
０
６
）

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

　
桜
井
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
、

６
月
30
日
㊍
か
ら
市
長
の
資
産
等

報
告
書
等
の
閲
覧
を
実
施
し
ま

す
。

　
・　
　

秘
書
課
（

内
線

３
１
０
）

市
・
県
民
税
の
年
金
特
別
徴
収
新

規
開
始
の
お
知
ら
せ

　
年
金
特
別
徴
収
制
度
の
対
象
者

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
65

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、

か
つ
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る

市
県
民
税
が
課
税
と
な
り
、
介
護

保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
の
新
規
対
象
者
お

よ
び
一
旦
特
別
徴
収
が
中
止
と
な

り
再
対
象
と
な
っ
た
人
の
納
付
方

法
は
次
の
通
り
で
す
。

・�

平
成
28
年
度
市
県
民
税
の
う
ち

公
的
年
金
所
得
に
係
る
税
額
の

半
分
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
り
２
回
で
納
付
、
残
り

の
半
分
を
年
度
後
半
の
公
的
年

金（
４
～
６
期
）か
ら
天
引
き

※�

納
税
額
や
納
期
限
は
、
今
月
中

旬
発
送
予
定
の
市
県
民
税
の
納

税
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
税
務
課
市
民
税
係
（

内
線

５
４
１・５
４
２
）

有
害
野
生
獣
被
害
に
対
す
る
防
護

柵
補
助
制
度

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
作

物
被
害
抑
制
の
た
め
、
農
業
者
に

よ
る
防
護
柵
設
置
費
を
支
援
し
ま

す
。
設
置
を
考
え
て
い
る
人
は
、

購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
期
間　
６
月
１
日
㊌

～
30
日
㊍

▽
補
助
対
象
事
業

・�

電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ
ン
ス
等
の
防
護
柵
の
設
置

に
係
る
材
料
費
。

・�

原
則
３
戸
以
上
が
ま
と
ま
っ
て

設
置
す
る
場
合
に
限
る
。
た
だ

し
、
地
形
上
等
の
理
由
に
よ
り

３
戸
以
上
が
困
難
な
場
合
は
２

戸
以
下
で
の
設
置
も
可
。

▽
補
助
率　
材
料
費
×
６
／
10

�

た
だ
し
構
成
員
数
で
案
分
し

て
、
１
戸
当
た
り
補
助
金
交
付

額
２
５
、０
０
０
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

※�

要
望
額
の
合
計
が
予
算
を
超
え

た
場
合
は
、
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
、
補
助
金
額
が
要
望
額
よ

り
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
・　
　

農
林
課
農
業
振
興
係

（

内
線
３
５
３
）

狩
猟
免
許
取
得
の
案
内
お
よ
び
補

助
に
つ
い
て

▽
試
験
日

・
第
１
回

　
６
月
25
日
㊏
、
26
日
㊐

・
第
２
回

　
９
月
3
日
㊏
、
4
日
㊐

▽�

試
験
会
場　
中
部
農
林
事
務
所

※�

新
た
に
わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
人
、
ま
た
、
そ
の
後
に

野
生
獣
用
の
捕
獲
檻
を
購
入
し

よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
一
定

額
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
課
農
業
振
興
係
（

内

線
３
５
３
）

問

歯科名 所在地 電話番号 歯科名 所在地 電話番号
岩城歯科医院 大福 46-1000 竹内歯科医院 阿部 43-8241
上杉歯科医院 箸中 45-3330 竹野歯科医院 阿部 44-1146
上田歯科医院 三輪 42-6229 辻歯科医院 桜井 42-6876
有城歯科医院 初瀬 47-7555 つだ歯科医院 粟殿 44-1418
岡村歯科医院 三輪 42-6336 とよだ歯科医院 上之庄 44-1700
上海道歯科医院 太田 44-1182 中村歯科医院 桜井 45-0118
小山歯科 忍阪 46-0008 伯田歯科医院 桜井 42-9230

近藤歯科医院 粟殿 43-7188 橋本歯科医院 桜井 42-3122
さかぐち歯科
クリニック 上之宮 46-5255 ふくだ歯科医院 桜井 45-0110

下岡歯科医院 忍阪 42-6000 福辻歯科医院 谷 42-2912
下村歯科医院 桜井 43-0418 松井歯科医院 桜井 42-2236
芭蕉堂歯科医院 桜井 43-8648 御簾歯科医院 粟殿 45-4618
杉平歯科医院
三輪診療所 三輪 42-6262 南野歯科医院 川合 43-7418

杉平歯科医院 川合 43-6488 山本歯科医院 大福 42-3110

75 歳以上のみなさんへ
　口腔健診を希望する人は、下記の歯科医へ事前に申込んでください。

▽対象　平成28年4月1日現在 75歳・80歳・85歳の人

▽期間　６月１日～平成 29年 11月 30日

▽持ち物　受診券（ハガキ）、被保険者証

　生活習慣病の早期発見、早期治療を目的
として健康診査を実施します。

▽期間　６月１日～平成 29年１月 31日

▽場所　市内および県内の協力医療機関

▽ �健診内容　問診・身体計測・血圧計測・
尿検査・血液検査・心電図・眼底検査（該
当者のみ）

▽費用　500円
※�受診券は５月末に送付しています。（４月
以降に 75 歳になる人は誕生月の２か月
後に送付します）
※�治療の一環として同様の検査を受けてい
る場合は、この健康診査を受ける必要は
ありません。医療機関に受診中の人は主
治医に相談してください。

▽ �問い合わせ先　保険医療課（ 内線 522）
口腔健診については奈良県広域連合（
29‐8430）

申
問

申
問

申
問

問
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申＝申込み先
問＝問い合わせ先 お 知 ら せ

広報わかざくら　平成28年６月号

上
之
庄
分
区
園
（
貸
農
園
）
使
用

者
を
追
加
募
集

　
分
区
園
（
貸
農
園
）
に
空
区
画

が
あ
る
た
め
、追
加
募
集
し
ま
す
。

▽�

貸
出
期
間　
７
月
１
日
㊎
～
平

成
29
年
３
月
31
日
㊎

※�

１
世
帯
に
つ
き
２
区
画
ま
で

▽�

場
所　
大
字
上
之
庄
（
桜
井
西

小
学
校
東
側
）

▽
資
格　
市
内
在
住
の
人

▽
１
区
画　
12
平
方
メ
ー
ト
ル

▽�

募
集
区
画　
８
区
画（
先
着
順
）

▽
費
用　
４
、０
０
０
円

▽�

募
集
期
間　
６
月
１
日
㊌
～
７

日
㊋

▽
持
ち
物　
印
鑑

　
・　
　
都
市
計
画
課
（

内
線

２
２
２
）

　
手
話
奉
仕
員　
養
成
講
座　

受
講
生
募
集

■
入
門
編
（
計
23
回
）

▽�

対
象　
手
話
を
初
め
て
体
験
す

る
人

▽�

日
時　
８
月
20
日
㊏
（
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）・
８
月
27
日

㊏
～
平
成
29
年
３
月
18
日
㊏
の

毎
週
土
曜
日
（
計
22
回
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
た
だ

し
12
月
24
日
㊏
、
12
月
31
日
㊏

な
ど
、
休
み
の
日
も
有
り
）

▽�

費
用　
３
、２
４
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
・
基
礎
編
も
含
む
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽�

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
番
号
を
記
入
し
、
８
月

６
日
㊏
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務

局　
芳
本
光
司
（
〒
６
３
３
‐

０
０
０
１
大
字
三
輪
１
１
９
‐

９
FAX‌

45
‐
４
１
２
３
）
へ
。

※
申
込
者
に
は
後
日
連
絡
。

自
衛
官
募
集

▽
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

▽�

受
付
期
間　

　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▽�

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

　
・　
　

自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所 

（

０
７
４
３
‐
63
‐

２
５
４
０
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア　
　
　
　

　　
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
自
然

環
境
を
守
る
手
段
の
ひ
と
つ
に
リ

サ
イ
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
か

ら
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
中
か

ら
、
手
直
し
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
た
も
の
を
展
示
し
、
希
望
者
に

は
抽
選
で
提
供
し
ま
す
。

《
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
・
家
具
の

展
示
・
申
込
受
付
》
※
１
人
１
点

▽�

日
時　
６
月
13
日
㊊
〜
19
日
㊐

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
19
日

㊐
の
受
付
は
午
後
１
時
ま
で
）

▽�

場
所　
桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
夢
市
場

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人　

▽�

抽
選
発
表　
６
月
19
日
㊐
午
後

１
時
に
夢
市
場
で
抽
選・掲
示
。

《
自
転
車
・
家
具
引
き
渡
し
》

▽�

日
時　
６
月
19
日
㊐
抽
選
終
了

後
〜
24
日
㊎
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

※�

自
転
車
の
引
き
渡
し
時
に
防
犯

登
録
料
５
０
０
円
を
預
り
ま
す
。　
　

　
　

環
境
部
業
務
課
（

45
‐

２
０
０
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　
６
月
９
日
㊍

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　
み
ん
な
が
主
役　
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▽�

出
演
者　
庵
前
通
世
さ
ん
（
指

導
）・船
谷
浩
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

パ
ソ
コ
ン
相
談
室

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
に

つ
い
て
、
何
で
も
自
由
に
相
談
で

き
ま
す
。（
１
組
30
分
程
度
）

▽�

日
時　
７
月
４
日
㊊
、９
日
㊏
、

11
日
㊊
、
16
日
㊏
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分（
日
時
指
定
可
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
小
会
議
室

▽
講
師　
本
野
泰
謙
さ
ん

▽
持
ち
物　
パ
ソ
コ
ン

▽
定
員　
各
日
約
４
組

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
６
月
１
日
㊌
～
予

約
受
付
開
始
。
希
望
日
時
・
氏

名
を
左
記
ま
で
。
先
着
順
。

　
・　
　
社
会
教
育
課
（

内
線

６
０
８
）

申
問

平成 27年度　情報公開制度および個人情報保護制度の運用状況
　
公正で開かれた市政の推進を目指し、市政への市民参加を

促進するため、情報公開制度を実施しています。また、個人
情報保護条例に基づき、市民のプライバシー保護に努めてい
ます。各制度の平成 27年度の内訳は、下表のとおりです。

情報公開制度

個人情報保護制度

▽問い合わせ先　総務課文書広報係（ 内線 323）

実施機関名 件数 処 理 内 容
開示 部分開示 整理加工 不存在

市 長 11 ４ ７
教育委員会 8 ７ １
合 計 19 4 14 ０ １
※実施機関は開示請求があったところのみ表示しています。

件数 処 理 内 容
開示 部分開示 不開示 不存在

８ ４ ２ ０ ２

　
　

催
し
・
講
座

　
　

募
集

申
問

問

問

申
問
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か
が
や
き
セ
ミ
ナ
ー

　　
印
刷
の
歴
史
を
知
る　

―
活
版
印
刷
に
つ
い
て
―

▽�

日
時　
７
月
27
日
㊌
午
前
９
時

中
央
公
民
館
前
集
合
【
見
学
】

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
見
学
先
（
株
）JITSU

G
YO

▽
定
員　
26
人

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
①
講
座
名
②
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
７
月

８
日
㊎
ま
で
に
左
記
へ
。
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
電
話
申
込
み
不
可
。

　
・　
　

社
会
教
育
課
（
〒

６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿

２
０
２

内
線
６
０
８
FAX 

45
‐

０
９
６
２
）

※�

申
込
締
切
後
、
受
講
票
を
送
付

し
ま
す
。
開
催
前
日
に
な
っ
て

も
通
知
が
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う
ま
ざ
け酒
三
輪
の
里

を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
が
三
輪
の
町
を
無
料
で
案
内
。

▽�

実
施
日　
6
月
の
各
日
曜
日

▽
集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�
コ
ー
ス　
大
神
神
社
→
大
美
和

の
杜
展
望
台
→
恵
比
須
神
社
→

古
い
商
家
街
並
み
→
JR
三
輪
駅

※
予
約
不
要
、
正
午
頃
解
散

　
　
（
一
社
）
桜
井
市
観
光
協
会

（

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
）

拓
本
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
一
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
16
日
㊍

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽
費
用　

 

５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
、
記
入
の

う
え
、
左
記
へ
。

　
・　
　
（
一
社
）
桜
井
市
観
光

協
会
（
〒
６
３
３
‐
０
０
６
３　

桜
井
市
川
合
２
６
０
‐
２
商
工
会

館
２
階

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

作
り
を
め
ざ
し
て
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
、
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
１
日
㊎
午
前
８
時
40
分
か

ら
、
桜
井
駅
北
口
か
ら
市
役
所
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
市
役
所

玄
関
前
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を

行
い
ま
す
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
・
知

人
、
地
域
で
認
知
症
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
人
が
集
ま
り
、
交
流
を

楽
し
む
場
所
で
す
。
認
知
症
に
関

す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　
毎
月
第
４
土
曜
（
12
月

は
第
3
土
曜
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
※
申
込
不
要

▽�

場
所　
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

分
館
（
豊
田
３
１
１
‐
２
）

▽�

費
用　
一
人
１
０
０
円
（
飲
み

物
・
お
菓
子
代
）

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室　

（

内
線
２
６
７・２
７
４
）

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
６

▽�
日
時　
６
月
30
日
㊍
～
７
月
３

日
㊐
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分　
（
入
場
無
料
、
申
込
不
要
）

※�

６
月
30
日
㊍
午
後
２
時
～
４
時

記
念
講
演
。
テ
ー
マ
「
あ
な
た

の
居
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？
」

～
認
め
よ
う
生
き
方
の
自
由
な

選
択
～

▽
場
所　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

▽�

講
師　
佐
々
木
育
子
さ
ん
（
弁

護
士
）

　
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（

０
７
４
２
‐
27
‐
２
３
０
０
）

医
療
講
演
会
＆
医
療
相
談
会

▽
日
時　
６
月
19
日
㊐

　
　
　
　
午
後
１
時
～

▽�

場
所　

県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
橿
原
市
大
久
保
町

３
２
０
‐
11
）

▽�

内
容　
講
演
、
医
療
相
談
、
個

別
相
談
会

・�

医
療
講
演『
膠
原
病
と
血
管
炎
』

八
田
和
大
さ
ん
（
天
理
よ
ろ
づ

相
談
所
病
院
総
合
内
科
部
長
・

膠
原
病
セ
ン
タ
ー
長
）

・�

医
療
相
談　

八
田
和
大
さ
ん
、

井
上
隆
智
さ
ん
（
大
野
記
念
病

院
顧
問
）、
山
田
秀
樹
さ
ん
（
二

上
駅
前
診
療
所
院
長
）

▽
費
用　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

▽
締
切　
６
月
15
日
㊌

　
・　
　

大
森　

(

・
FAX 
42
‐

０
６
９
９
）

問

問

問

ストップ・ザ・滞納！
　納期限に市税が全額納
付されないと、督促手数
料・延滞金が加算される
など、納付する人に不利
益になるのはもちろん、
滞納整理事務に費用と時間がかかり、市
の財政を圧迫します。納期限を守り、確
かな納税を行いましょう。
　納期限内であれば、金融機関・市役所
に加えて全国のコンビニ店舗で 24 時間
納付することができます。（納付書 1枚
の金額が 30 万円以下に限る）特別な事
情により納期限内に納付できない場合は、
事前に徴収担当に相談してください。
　市では、市の自主財源の確保を図るこ
とからも、納期限までに納付していただ
いている皆さんとの公平性を保ち、滞納
を解消するため、積極的に不動産・動産・
債権等の差押を行なっています。

平成 27 年度中に市が処分した件数 ( 差
押・参加差押 )
不動産 9件、給与 59件、預貯金 495件、
生命保険 61 件、その他 26 件、計 650
件（市税・国民健康保険税の合計）

▽ �納付相談窓口　税務課 (内線 572）
　保険医療課 (内線 226)

申
問

申
問

申
問
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広報わかざくら　平成28年６月号

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

▽
日
時　
７
月
２
日
㊏

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　
市
民
会
館

▽�

演
題　

詩
が
開
い
た
心
の
扉

『
空
が
青
い
か
ら
白
を
選
ん
だ
の

で
す　
奈
良
少
年
刑
務
所
詩
集
』

▽�

講
師　
寮
美
千
子
さ
ん（
作
家・

詩
人
）

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

　
　

人
権
施
策
課
（

内
線

５
６
１
）

県
立
明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習
・
教
育
相
談

　

肢
体
不
自
由
の
幼
児
、
児
童
、

生
徒
お
よ
び
病
弱
教
育（
高
等
部
）

対
象
の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
や
関

係
者
に
対
し
て
、
体
験
学
習
、
教

育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
体
験
学
習
】

▽
日
時　
７
月
１
日
㊎

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

▽�

対
象　
肢
体
不
自
由
の
５
歳
児

以
上
の
幼
児
、
小
中
学
生
お
よ

び
病
弱
教
育
（
高
等
部
）
対
象

の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
や
関
係

者
【
教
育
相
談
】

▽
日
時　
相
談
に
よ
り

▽�

対
象　
肢
体
不
自
由
の
幼
児
・

児
童
・
生
徒
お
よ
び
病
弱
教
育

（
高
等
部
）
対
象
の
生
徒
と
そ

の
保
護
者
や
担
任

▽�

相
談
内
容　
子
ど
も
の
就
学
、

転
入
学
に
関
す
る
こ
と
や
、
健

康
、
自
立
活
動
、
進
路
指
導
、

交
流
お
よ
び
共
同
学
習
、
特
別

支
援
教
育
な
ど

　
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
（

54
‐
３
３
８
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
お
願
い

  　
上
下
水
道
部
で
は
、
６
月
１
日

か
ら
20
日
に
か
け
て
、
次
の
地
域

で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
替
え
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

取
替
え
予
定
区
域　
戒
重
・
粟

殿
・
上
之
庄
・
谷
・
金
屋
・
川
合
・

三
輪
、
以
上
の
地
域
の
一
部

　
　

水
道
総
務
課
お
客
様
係　
　

（

42
‐
９
２
１
１
）

住
宅
相
談
窓
口　

　
安
全
で
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
に
、
県
に
登
録
さ
れ
て
い

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▽�

日
時　

６
月
、
８
月
、
10
月
、

12
月
、
平
成
29
年
２
月
の
第
３

木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

（
事
前
予
約
制
）

▽
場
所　
市
役
所
２
階
相
談
室
等

▽�

相
談
内
容　
住
ま
い
の
新
築
や

改
築
の
基
礎
的
な
相
談
、
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る
基

礎
的
な
相
談
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て
、
そ
の
他
住
ま
い
に

関
す
る
法
律
や
制
度
に
つ
い
て　

※�

紛
争
、
訴
訟
等
の
ト
ラ
ブ
ル
相

談
や
契
約
等
の
民
法
に
関
す
る

相
談
は
対
象
外
で
す
。

▽�

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
に
土
地
・
家
屋
が
あ
る
人

▽
定
員　
３
人
／
１
日（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　

電
話
で
の
連
絡

後
、
申
込
書
を
提
出

　
・　
　

営
繕
課
（

内
線

２
１
７
）

悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売
や
点

検
に
注
意

　
「
消
防
署
か
ら
来
た
」「
一
般
家

庭
に
も
消
火
器
設
置
義
務
が
あ

る
」
な
ど
、
契
約
業
者
を
装
っ
て

不
当
な
価
格
で
消
火
器
の
訪
問
販

売
や
点
検
を
行
う
業
者
が
い
ま

す
。
一
般
家
庭
に
消
火
器
設
置
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防

署
で
消
火
器
の
点
検
を
業
者
に
依

頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①�

身
分
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

②�

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
勇
気
を

も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

③�

契
約
書
を
よ
く
読
み
、
む
や
み

に
サ
イ
ン
す
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

④�

相
手
が
脅
迫
行
為
に
で
た
場
合

は
速
や
か
に
警
察
へ
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
桜
井

消
防
署
（

42
‐
４
１
１
９
）

申
問

問

問

◎桜井市国民健康保険に加入中の人へ

６月から特定健診がスタートします！
がん検診と一緒に受診しましょう
　４月１日現在桜井市国保に加入の 40～74 歳の
人には５月末に受診券と案内を送付しました。

◆�受診券がリニューアル！
折りたたむとコンパクト
な名刺サイズになります。
財布に入れて持ち歩きま
しょう。
◆�特定健診とがん検診の受診券が１つになりまし
た。治療の定期検査のときなど、医療機関にかかっ
た時が健（検）診のチャンス！お得な健(検 )診を、
まとめて受診しましょう。

◎社会保険等に加入中の 40～ 74歳の人へ
　社会保険等に加入している人は、加入している（健
康）保険者が窓口となります。健診は、「特定健康
診査」「事業所健診」「生活習慣病予防健診」「人間
ドック」などの名称で実施されており、40～ 74
歳の会社員本人・扶養家族が対象となります。詳
しくは、加入している健康保険の担当窓口へ問い
合わせてください。

▽問い合わせ先　
　保険医療課給付係（ 内線 527）

平成28年度
がん検診等受診券

　
　

お
知
ら
せ

問

問
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善
意
銀
行
（
４
月
分
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・
山
岡
賢
一
様　
５
０
、０
０
０
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
内

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務
所

平
成
27
年
度
市
民
協
働
推
進
補
助

金
交
付
団
体
の
事
業
報
告

　
27
年
度
は
、
９
団
体
が
市
民
協

働
推
進
補
助
金
を
活
用
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
年

度
末
に
報
告
会
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
団
体
・
事
業
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
団
体
：
さ
く
ら
い
読
書

会
「
子
ど
も
読
未
知
」

▽�

事
業
名　
夏
休
み
子
ど
も
寺
子

屋
「
ヨ
ミ
チ
キ
チ
」、
冬
休
み

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

▽�

概
要　
子
育
て
世
代
を
対
象
と

し
た
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
。

（
夏
休
み
に
宿
題
を
題
材
と
し

た
教
室
、
高
齢
者
施
設
で
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
冬
休
み
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
）

◆
賑
い　
そ
う
め
ん
マ
ッ
プ

◆
活
き
活
き
講
座

◆
街
に
あ
か
り
を　
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

◆�

竹
の
國　

竹
の
活
用
研
究
と
実
践
事
業

◆�
相
撲
開
祖
野
見
宿
祢
・
出
雲
人

形
啓
発
事
業

◆
暮
ら
し
の
保
健
室

◆
記
紀
万
葉
故
地

　
～
忍
坂
街
道
ま
つ
り
～

◆�

多
世
代
交
流
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

市
民
協
働
課
協
働
推
進
係

（

内
線
２
２
５
）　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に

協
力
を

　
６
月
１
日
現
在
で
「
経
済
セ
ン

サ
ス
活
動
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
調
査
員
か
ら
調
査
票
を
受
け

取
っ
た
事
業
所
の
み
な
さ
ん
は
、

６
月
７
日
㊋
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
回
答
す
る
か
、
調
査
票
を

調
査
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
早

め
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

商
工
振
興
課
（

内
線

３
５
１
）

６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
は
環
境
月
間
で
す
！

　
環
境
の
日
は
、
昭
和
47
年
か
ら

開
催
さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
、国
連
で
も
６
月
５
日
を「
世

界
環
境
デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

・�

節
電
や
節
水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・�

日
常
か
ら
ご
み
の
減
量
、分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
、
も
の

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
、

不
法
焼
却
の
な
い
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び
と
訂
正

　

�

広
報
わ
か
ざ
く
ら
５
月
号
13

ペ
ー
ジ
「
住
宅
等
に
関
す
る
補
助

事
業
」
に
つ
い
て
の
記
事
で
、
事

業
の
募
集
件
数
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正
し
く
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。　

・�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

の
募
集
件
数
：
３
件

・�

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

の
募
集
件
数
：
15
件

■　図書館からのお知らせ　■
●ブックトークと絵本講座
ブックトークを中心に絵本の大切さや読み聞かせについて学びましょう。

▽日時　６月 25日㊏午後２時～３時

▽内容　外国の絵本の紹介～世界をぐるっとひとめぐり～

▽定員　10組（子ども連れも可。定員になり次第締め切り。）

▽ �申込方法　往復ハガキ、ＥメールまたはＦＡＸに、講座名・郵便番号・
住所・氏名・電話番号を書いて、市立図書館（〒 633‐ 0051 大
字河西 31・FAX44‐ 2528・Ｅメール tosyokan.sakura@office.
eonet.ne.jp）へ申込んでください。図書館カウンターでも受付可。

●�図書館教養講座の講座生募集

▽日時　7 月 30日㊏午後 2時～ 3時 30分

▽テーマ　「万葉びとのこころと自然」

▽講師　大谷歩さん（万葉文化館）
※詳しくは図書館まで問い合わせてください。
●おはなし会の案内（当日参加）

※�だれでも入場できます。おはなしのへやに集まってください。

●今月の休館日　毎週火曜日と第２金曜日（10日）です。

市立図書館（ 44‐ 2600）
ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp

日時 内容 担当
6 月 4日㊏

15：00～15：30
おはなしや絵本の読み聞かせ
など 桜井おはなしの会

6月 11日㊏
15：00～15：30 絵本の読み聞かせなど 子ども読未知

問 問
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桜井市役所　 0744‐42‐9111（代表）〒 633‐8585 桜井市大字粟殿 432‐1
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申＝申込み先
問＝問い合わせ先 お 知 ら せ

広報わかざくら　平成28年６月号

小
学
生
水
泳
教
室

▽�

日
時　
７
月
25
日
㊊
～
29
日
㊎

各
日
午
前
９
時
45
分
～
正
午

▽
場
所　
市
民
プ
ー
ル

▽�

対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学

１・２
年
生

▽
定
員　
50
名

▽
参
加
費　
１
人
４
、０
０
０
円

▽
申
込
開
始　
７
月
１
日
㊎

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽�

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
（
返
信
用
の
宛
名
は

保
護
者
名
）
を
記
入
の
う
え
、

総
合
体
育
館
「
水
泳
教
室
」
係

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
６
８
６
）
へ
。

市
歩
こ
う
会

～
吹
田
水
辺
散
策
～

▽
日
時　
６
月
26
日
㊐　

　
午
前
８
時
桜
井
駅
北
口
集
合

▽
コ
ー
ス(

約
12
㎞
3.5
時
間
）

桜
井
駅
∨
北
大
阪
急
行
緑
地
公

園
駅
→
服
部
緑
地
→
高
川
→
神

崎
川
→
中
之
島
公
園
→
吹
田
の

流
し
跡
→
安
威
川
公
園
→
JR
吹

田
駅

▽�

費
用　
３
０
０
円
（
交
通
費
実

費
）

▽
申
込
締
切　
６
月
22
日
㊌

芝
運
動
公
園
体
育
施
設
の
利
用
申

請
に
つ
い
て

・�

利
用
申
請
は
、
希
望
日
の
属
す

る
月
の
前
月
１
日
か
ら
総
合
体

育
館
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

・�

行
事
等
で
利
用
で
き
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
や
利
用

料
金
等
と
併
せ
て
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

総
合
体
育
館
（

45
‐

０
６
０
９
）

toto
助
成
事
業

桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室

【
宇
陀
会
場
】

▽�

日
時　
６
月
18
日
㊏

午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

▽�

場
所　
宇
陀
市
大
宇
陀
心
の
森

総
合
福
祉
公
園
（
宇
陀
市
大
宇

陀
拾
生
）　

※�

雨
天
の
場
合
は
大
宇
陀
体
育
館

▽�

申
込
締
切　
６
月
10
日
㊎
（
先

着
順
１
０
０
名
）

【
御
杖
会
場
】

▽�

日
時　
７
月
２
日
㊏

午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

▽�

場
所　

御
杖
小
学
校
運
動
場

（
御
杖
村
菅
野
）　

※�

雨
天
の
場
合
は
御
杖
小
学
校
体

育
館

▽�

申
込
締
切　
６
月
24
日
㊎
（
先

着
順
60
名
）

【
共
通
】

▽�

対
象　
圏
域
内
（
桜
井
市
・
宇

陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
）
に

住
所
を
有
す
る
４
歳
～
中
学
生

ま
で
（
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
有
無

や
性
別
は
不
問
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
封
書
に
よ
り
（
結

果
連
絡
用
の
官
製
ハ
ガ
キ
同
封

の
う
え
）
左
記
ま
で
。
参
加
申

込
書
お
よ
び
参
加
承
諾
書
は
、

広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

桜
井
宇
陀
広
域
連
合
サ
ッ

カ
ー
教
室
係
（
〒
６
３
３
‐

０
１
１
２
大
字
初
瀬
１
６
２
６
‐

１

47
‐
７
０
７
７
）

問

問

●中南和法律相談センター  無料法律相談〈要予約〉

▽日時　毎週火曜日（祝日は除く）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室
　・　　奈良弁護士会（ 0742‐22‐2035）
※�相談日 2週間前の火曜日 9：30受付開始。先着６名。
●弁護士による無料法律相談〈要予約〉

▽日時　6/9（木）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ �6/1（水）8：30受付開始。先着７名。1人 1回限り。
●税理士による税務相談〈要予約〉

▽日時　6/15（水）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 2階相談室	
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ �6/3（金）8：30受付開始。先着 5名。
●司法書士による法律相談〈要予約〉

▽日時　① 6/10（金）② 6/23（木）13:00 ～ 16:20

▽場所　市役所 2階相談室
　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※�①は6/2（木）、②は6/8（水）8:30�受付開始。先着５名。
●行政書士による法務相談〈要予約〉

▽日時　6/24（金）13:00 ～ 16:20
▽場所　市役所 2階相談室	

　・　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
※ 6/10（金）8:30 受付開始。先着５名。
●消費生活相談

▽日時　毎週火・木・金曜日（祝日は除く）10:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●行政相談

▽日時　6/8（水）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
※当日、市民協働課で受付が必要です。
　　市民協働課市民生活係（ 内線 534）
●福祉の『心配ごと相談』

▽日時　毎週木曜日 10:00 ～ 15:00

▽場所　福祉センター分館
※相談日には、電話相談（ 42‐6804）も行います。
　　社会福祉協議会（ 42‐2724）
●若者自立のための相談会

▽日時　6/1 ～ 30（日・祝日除く）9:00 ～ 18:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　若者サポートステーションやまと（ 44‐2055） 
●失業などによる暮らしの困りごとの相談

▽日時　平日 9:00 ～ 17:00

▽場所　桜井駅南口駅前エルト桜井２階
　　桜井市くらしとしごと支援センター（ 49‐3020）
●人権擁護委員による悩みごと相談

▽日時　6/1（水）13:00 ～ 16:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　　人権施策課人権係（ 内線 561）
●女性相談〈面接相談は要予約〉

▽日時　6/27（月）
　面接相談 12:30 ～ 15:00　電話相談 10:00 ～ 11:30

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　・　　人権施策課男女共同参画係（ 内線 564）
※面接相談の予約は相談日の午前中まで。
●奈良県子育て女性就職相談（桜井出張相談）〈要予約〉

▽日時　6/13（月）9:00 ～ 12:00

▽場所　市役所 1階消費生活相談室
　・　　桜井出張相談連絡先（ 0742‐24‐1150）
※予約は前々日の土曜日まで

無料相談コーナー

申 問

申 問

申 問

申 問

申 問

問

問

問

問

問

問

申 問

申 問

　
　

ス
ポ
ー
ツ
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大
阪
教
育
大
附
属
池
田
小
学
校

の
児
童
殺
傷
事
件
は
、
６
月
８
日

を
迎
え
る
と
発
生
か
ら
15
年
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
痛
ま
し
い
事
件

の
発
生
し
た
日
が
迫
っ
て
く
る

と
、
遺
族
の
人
た
ち
は
あ
り
し
日

の
我
が
子
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
を

失
う
悲
し
み
は
、
当
事
者
で
な
い

と
分
か
ら
な
い
辛
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
２
０
０
４
年
、ア
メ
リ
カ
の
９・

11
事
件
に
お
け
る
追
悼
集
会
に
お

い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
述

べ
た
追
悼
の
言
葉
に
、「
親
を
亡

く
し
た
子
ど
も
や
、
伴
侶
を
亡
く

し
た
夫
・
妻
を
表
現
す
る
言
葉
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
を
亡
く
し

た
親
を
呼
称
す
る
言
葉
は
な
い
」

と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
は
、
池
田
小
被
害
者
の
親

に
大
き
な
感
銘
を
与
え
、「
自
分

た
ち
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
だ
」

と
言
わ
し
め
ま
し
た
。

　
児
童
８
人
の
死
亡
、
教
職
員
を

含
む
15
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
凄

惨
な
事
件
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残

し
ま
し
た
。
大
阪
府
警
は
、
特
別

被
害
者
支
援
班
を
編
成
し
、遺
族・

被
害
者
の
家
族
に
寄
り
添
い
、
き

め
細
や
か
な
対
応
を
し
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
お
い
て
は
防
犯
体
制
の

見
直
し
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど

も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に

お
け
る
児
童
虐
待
の
統
計
を
見

る
と
、
死
亡
数
が
36
人
、
心
中

も
入
れ
る
と
69
人
と
い
う
痛
ま

し
い
数
値
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
中
に
児
童
虐
待

相
談
と
し
て
対
応
し
た
件
数
は

８
８
、９
３
１
件
と
驚
く
べ
き
数

字
で
す
。

　
「
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
て
ら

れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」

と
児
童
憲
章
に
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
虐

待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
を
共
に
目
指
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

梅
雨
期
・
台
風
期
の
風
水
害
に

備
え
て
、
早
め
の
対
応
を

　

昨
年
は
台
風
や
前
線
の
影
響
に

よ
る
局
地
的
な
大
雨
で
、
大
規
模

な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
る
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
大
き
な
被
害
の
発
生
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
気
象
台
の
発

表
す
る
各
種
気
象
情
報
に
注
意
し
、

市
か
ら
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

等
が
発
表
さ
れ
れ
ば
、
市
職
員
、

警
察
官
等
の
指
示
に
従
っ
て
、
命

を
守
る
た
め
早
め
の
避
難
行
動
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ご
う

　　

電
話
で
お
金
の
話
が
出
れ
ば

詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

電
話
や
メ
ー
ル
で
身
に
覚
え

の
な
い
請
求
を
さ
れ
て
も
、
相

手
の
話
に
応
じ
ず
、
ま
ず
家
族

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
手
が
警
察
官
や
公
共
機
関

の
職
員
を
名
乗
っ
た
り
、「
裁
判

に
な
る
。
犯
罪
に
な
る
」
と
脅

し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

相
手
の
指
示
に
従
わ
ず
、
警
察

へ
相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

～
Ａ（
あ
か
ん
）　
Ｔ（
取
ら
れ
る
）

　
Ｍ（
待
ち
な
は
れ
）
～

・
警
察
へ
の
相
談
は
＃
９
１
１
０

・
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
へ

共
に
生
き
る

（232）

命
の
綱

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

桜
井
警
察
署
（

46
‐
０
１
１
０
）

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
６月 30 日（木）です。

市
税

■
市
県
民
税
〈
全
・
１
期
分
〉

　
※�

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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健康だより

行事 対象 日程 内容 備考

健康相談 桜井市民
6/7 ㊋　
9：30～ 11：00
※要予約

生活習慣病に関する相談、
保健師・管理栄養士の健康
相談、*血圧測定、*尿検査
など（*は必要な人のみ）

▽ �場所　市役所第 1
会議室

▽費用　無料

▽ �持ち物　健康手帳・
検査結果など健康状
態がわかるもの

胃がん・肺が
んセット検診

35歳以上の
桜井市民

7/1 ㊎・7/4 ㊊・
7/5 ㊋・7/6 ㊌・
7/25 ㊊・7/26 ㊋・
7/27 ㊌・7/28 ㊍
9：00～ 11：20
（検診時間はこちらで指
定となります）
※�医療センター（ 45
‐2505）へ要予約
定員になり次第締め切
りになります。

胃がん検診：バリウムを飲
んで胃部のレントゲン撮影
肺がん検診：胸部のレント
ゲン撮影と痰の検査（必要
な人のみ）
※�妊娠中または妊娠の可能
性のある人、授乳中の人
は検診を受けられませ
ん。
※�胃腸疾患の治療中の人
は、かかりつけの医療機
関で受診してください。

▽場所　市役所

▽費用　胃がん…900円
肺がん…無料（ただ
し、痰の検査が必要
な場合は 300円）

歯周疾患検診

平成 28 年３
月31日現在、
40歳、50歳、
60 歳、70 歳
の市民

6月 1日～
平成 29年 2月 28日 問診・歯周組織検査（診察）

▽費用　無料
▽ �受診方法　5月末に送

付した受診券と保険証
を持って医療機関で受
診してください。

骨粗しょう症
検診

平 成 28 年 3
月 31日現在、
40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳、
70 歳の市民
（女性）

6月 1日～
平成 29年 2月 28日 問診・骨塩定量測定

▽費用　1,300 円

▽ �受診方法　5月末に送
付した受診券と保険証
を持って医療機関で受
診してください。

このページの問い合わせ先は、
けんこう増進課（保健会館 45 - 3443）へ

はつらつクッキング教室
～食生活改善推進員と一緒に食事について

楽しく学びましょう！～

▽日時　６月 24日㊎午前 10時～午後１時

▽場所 　中央公民館調理実習室

▽対象　20歳以上の人

▽定員　30人

▽費用　300円

▽ �申込方法　６月 17日㊎までに、電話でけん
こう増進課まで。

託児ボランティア募集！

　P31掲載のもぐもぐ教室の間、別室で赤ちゃんを
見てくれるボランティアさんを募集します。子育て
経験者、赤ちゃんに関わったことのある人で、託児
は担当の保健師と一緒に行います。

▽日時　6月 3日㊎・7月 13日㊌・8月 31日㊌
　　　　各日午後１時～３時 30分
※都合の良い日のみの協力でも結構です。

▽申込方法　電話でけんこう増進課まで。
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子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クーポンについて
　国の制度により、下表の生年月日に該当する人に子宮頸がん・乳がん・大腸がん（子宮頸がん・乳がん
は女性のみ）の検診料金が無料になる「無料クーポン券」を５月末に送付しています。早期発見・早期治
療のため、この機会にぜひ受診しましょう。
　なお、無料クーポン券は平成 28年 4月 20日現在桜井市に住民票がある人に送付していますので、４
月21日以降の転入等で手元に無料クーポン券が届いていない人は、けんこう増進課まで連絡してください。
　検診期間は、平成29年２月28日までです。受け方や持ち物など、詳しくは送付案内を確認してください。

《対象者の生年月日》
◆子宮頸がん検診
平 成 7 年 4 月 2 日 ～ 平 成 8 年 4 月 1 日
平 成 2 年 4 月 2 日 ～ 平 成 3 年 4 月 1 日
昭和 60 年 4 月 2 日～昭和 61 年 4 月 1 日
昭和 55 年 4 月 2 日～昭和 56 年 4 月 1 日
昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51 年 4 月 1 日
◆乳がん検診　
昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51 年 4 月 1 日
昭和 45 年 4 月 2 日～昭和 46 年 4 月 1 日
昭和 40 年 4 月 2 日～昭和 41 年 4 月 1 日
昭和 35 年 4 月 2 日～昭和 36 年 4 月 1 日
昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31 年 4 月 1 日
◆大腸がん検診
昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51 年 4 月 1 日

　40歳～ 74歳の人に、乳がん検診・子宮がん検診・大腸がん検診
等、各種検診を受けていただける受診券を５月末に送付しています。
受診券によりあなたが今年度受診できる検診が一目で分かります。
お財布等に常に携帯し、病院を利用する際検診も一緒に受けましょ
う！受診券の送付対象外の年齢の人は、けんこう増進課に申込んで
ください。
　桜井市の検診受診率は奈良県の中でも低い状況です。毎年検診を受けている人ももちろんいますが、今
まで受けたことのない人も多いのではないでしょうか。自覚症状がなく、知らないうちに病状が進行して
いることもあります。
　「自分は健康！」と言い切ることはできますか？「痛みがないから大丈夫…」ではなく、自覚症状がない
からこそ、身体の状態を確認するために検診を受けましょう。

特に乳がん検診は混雑が予想されます
ので、早めの受診をお願いします。
※�左記年齢に該当する人の中で、過
去に無料クーポン券を使用して子宮頸がん検
診・乳がん検診を受けられた人には今回無料
クーポン券は送付していません。
※�今回の無料クーポン券対象者以外の人は、子宮
頸がん・乳がん検診は２年に１回、大腸がん検
診は 1年に 1回の公費負担制度（一部自己負
担あり）を利用して受診してください。
詳しくは、5月末に送付した受診券を確認してく
ださい。

各種検診の料金が無料になる人
① 75歳以上の人
② �身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福
祉手帳を持っている人（医療機関の窓口で提示
してください）

③生活保護を受けている人
④市民税非課税世帯の人
※�③・④に該当する人は、受診する前にけんこう
増進課まで連絡してください。

※�特定健康診査は無料になりませんので、注意してく
ださい。

※�自己負担金が無料になる人、子宮がん検診を市外で
希望する人、乳がん検診の一部医療機関を受診する
人は、けんこう増進課への申込みが必要になります。
詳しくは受診券で確認してください。

28 年度の受診券は届きましたか？

けんこう増進課での
申込みの必要がなくなりました !

そのまま病院で検診受診・予約ができる！
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　今回の熊本地震で被災さ
れた方々を支援するため、
義援金を受け付けています。
温かいご支援をお願いいた
します。
　桜井市役所でお預かりし
た義援金は、日本赤十字社
奈良県支部を通じて被災地
へ送らせていただきます。

▽ �受付場所　桜井市役所(市
民協働課・分庁舎ロビー )・
中央公民館・市立図書館・
桜井西ふれあいセンター・
桜井北ふれあいセンター・
桜井東ふれあいセンター

▽受付期間　６月末まで

　みなさんのご協力をよろ
しくお願いいたします。

提供：熊本県玉名市

撮影：熊本城職員
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地震発生時の行動
家の中で
　大きな揺れを感じたら、テーブルなどの下に隠れ、
まずは自分の身を守ることが最優先です。決して無
理はせず、落ち着いて行動しましょう。
車の中で
　徐々にスピードをゆるめ、ゆっくりと左側に停車
しましょう。車を離れるときは、キーはつけたままで、
ドアロックもしないようにしましょう。
お店で
　手荷物やかごなどで頭を守り、ショーケースの転
倒や商品の落下、ガラスの破片に注意しましょう。

エレベーターで
　地震時、停止装置が付いていれば、自動的に近い
階で停止します。付いていなければ、全部のボタン
を押し、停まった階で外に出ます。閉じ込められたら、
非常ボタンを押し、救助を待ちます。
屋外で
　ブロック塀や自動販売機、電柱や電線など、崩れ
たり倒れたりする可能性のあるものから離れ、空き
地や公園に避難しましょう。

①�ガラス飛散防止フィルムを貼り、ガラス片でのケガ
を防止。
②�開き戸ストッパーで吊り戸棚からの落下を防止。
③�家具連結器具で、分離した家具類を固定し、転倒を
防止。
④�家具転倒防止器具を家具と天井の間に取り付け、転
倒を防止。
⑤�ビン類落下防止具で、扉のない家具から、物の落下
を防止。

《家具配置のポイント》
・�寝室、幼児や高齢者のいる部屋には家具を置かない。
・�部屋の出入り口や廊下、階段などに家具を置かない。
・火気のそばに家具を置かない。
・�家具の上にガラス製品やテレビなど、落下すると危
険なものを置かない。
・重いものを下の方に収納し、倒れにくくしておく。

大 地震の際、倒れてきた家具の下敷きになったり、
落下してきた食器などでケガをする人がたくさん

います。日頃から家具の固定や配置を見直し、地震に備
えておきましょう。

開き扉ストッパー

ガラス飛散
防止フィルム ベルト式器具

家具転倒防止器具

家具連結器具

開き扉ストッパー

ビン類落下防止

地震に備える

災害対策基本法の改正に伴い、指定緊急避難場所・
指定避難所の指定が義務付けられました。これ

までも災害時指定避難所として指定していましたが、
改めて指定し直し、次のページに一覧表を記載しまし
た。これにより、４月発行の「くらしの便利帳」21ペー
ジに掲載の一覧表から変更になっています。
　指定緊急避難場所・指定避難所の開設は、大雨や台
風など、発生した災害の規模により開設の有無に差が
生じてきます。また、災害の規模によりすべての指定
緊急避難場所・指定避難所が開設されるわけではあり
ません。
　開設時には、桜井市安
心安全システムや緊急速
報メール等でお知らせし
ますので、確認のうえ避
難してください。　

7/11（月）AM10：30
　ナラ・シェイクアウト（奈良県いっせい地震行動
訓練）が実施されます。みなさんもそれぞれの場所
で、一斉に上記 1.2.3 などの安全確保行動を１分間
行ってください。会社や学校で、家庭で、グループで、
参加しましょう。ひとつしかない「いのち」を守り、
生き抜くための行動訓練です。詳しくは、ナラ・シェ
イクアウト専用ホームページで確認してください。

1 2 3
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名称 所在地 指定緊急
避難場所

指定
避難所 利用区分

対象とする災害

地震 洪水 土砂
災害

大規模な�
火災

1 まほろばセンター 桜井 1259 ● ● ○ ○ ○ ○
2 関西中央高校 桜井 502 ● 体育館 ○ 〇 △ ○
3 桜井高校 桜井 95 ● 体育館 ○ 〇 ○ ○

4 桜井小学校 谷 957 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

5 川合区集会所 川合 253-11 ● × 〇 ○ ○

6 城島小学校 外山 330 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

7 さくら幼稚園 粟殿 480-1 ● ○ 〇 ○ ○

8 桜井中学校 浅古 593 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

9 奈良情報商業高校 河西 770 ● 体育館 ○ 〇 ○ ○

10 桜井南小学校 浅古 21 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

11 桜井学園（旧第４保育所） 忍阪 32-1 ● 体育館 ○ 〇 ○ ○
12 戒重集会所（幸玉会館） 戒重 209-34 ● × 〇 ○ ○
13 戒重区会所 戒重 45 ● ○ ○ ○ ○

14 安倍小学校 生田 578 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

15 多武峰地区集会所 八井内 240 ● ○ ○ × ○

16 高齢者総合福祉センター 倉橋 1166
● ● センター ○ ○ ○ ○
● 駐車場 〇 － － ○

17 上之郷体育館（旧上之郷小学校） 笠 82 ● ● 体育館 ○ ○ △ ○
● グラウンド ○ － － ○

18 上之郷公民館 小夫 3266 ● ● 公民館 × ○ ○ ○
● 駐車場 〇 － － ○

19 初瀬観光センター 初瀬 1593-2 ● ● センター ○ ○ △ ○
● 駐車場 ○ － － ○

20 桜井東ふれあいセンター 初瀬 2337 ● ● × ○ △ ○
21 桜井東ふれあいセンター分館 初瀬 1626-1 ● ● ○ ○ ○ ○

22 初瀬小学校 初瀬 1556
● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

23 普門院 初瀬 731-1 ● × ○ ○ ○
24 長谷寺昭和寮 初瀬 731-1 ● × ○ ○ ○

25 桜井東中学校 初瀬 1655 ● ● 体育館 ○ ○ △ ○
● グラウンド 〇 － － ○

26 吉隠公民館 吉隠 726 ● ● 公民館 × ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

27 朝倉小学校 黒崎 626
● ● 体育館 ○ ○ △ ○
● グラウンド 〇 － － ○

指定緊急避難場所
災害の危険から命を守るために緊急的に避難をする場
所。法律により、災害種別ごとに指定が行われること
になりました。

指定避難所
被災者が一定の期間避難生活を送るための施設。指定
避難所は、災害種別に限らず指定をすることができま
すが、桜井市では災害種別ごとに指定しています。

28広報わかざくら　平成28年６月号

※小中学校では、利用区分の「体育館」には校舎を含みます。
　○は利用可能　　　　　△は避難施設が土砂災害警戒区域にあるため、周辺状況をみて利用可能か判断します
　×は利用不可能　　　　－は対象外　　　　　　　　　　　　　　　　 ▽問い合わせ先　危機管理課（ 42‐9111内線 309）
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名称 所在地 指定緊急
避難場所

指定
避難所 利用区分

対象とする災害

地震 洪水 土砂
災害

大規模な�
火災

28 大福小学校 大福 820 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

29 桜井市西老人憩いの家 大福 77-1 ● ● × ○ ○ ○
30 第１保育所 吉備 648-1 ● ● ○ ○ ○ ○
31 桜井西ふれあいセンター 吉備 646-16 ● ● × ○ ○ ○
32 桜井西ふれあいセンター分館 西之宮 211-1 ● ● ○ ○ ○ ○

33 桜井西小学校 上之庄 594-1 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

34 桜井西中学校 大福 747 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

35 芝運動公園 三輪 686 ● 駐車場 ○ － － ○
36 総合体育館 三輪 686 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
37 桜井市民体育館 芝 54-1 ● ● 体育館 × × ○ ○

38 三輪小学校 三輪 324 ● ● 体育館 ○ ○ △ ○
● グラウンド 〇 － － ○

39 大神神社大礼記念館新館 三輪 330 ● × ○ △ ○

40 大三輪中学校 芝 1401 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

41 織田小学校 芝 1177 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

42 纒向小学校 東田 339 ● ● 体育館 ○ ○ ○ ○
● グラウンド 〇 － － ○

43 桜井北ふれあいセンター 豊田 311-2 ● ● × ○ ○ ○
44 第５保育所 豊前 267 ● ● × ○ ○ ○
45 桜井北ふれあいセンター分館 豊田 314-2 ● ● ○ ○ ○ ○

46 図書館 河西 31 ● ● 図書館 ○ ○ △ ○
● 駐車場 〇 － － 〇

47 桜井市グリーンパーク 浅古 485-1 ● ● ○ ○ ○ ○
48 横内集会所 大福 196-4 ● ○ ○ ○ ○
49 慈恩寺集会所 慈恩寺 398 ● ○ ○ △ ○
50 天理教明和大教会 川合 254-1 ● ● 〇 ○ ○ ○
51 桜井公園 谷 565外 ● ○ － － ○

52 安倍史跡公園 安倍木材団地
1-8-6 ● ○ － － ○

53 朝倉台２号公園 慈恩寺 1000-
135 外 ● ○ － － ○

54 旧纒向小学校跡地 辻 24-1 ● グラウンド ○ － － ○
55 豊田児童公園 豊田 311-7 ● ○ － － ○
56 高齢者ふれあい広場 芝 24-1 ● ○ － － ○
57 なかつみち児童公園 大福 370 ● ○ － － ○
58 大福吉備中央公園 大福 107 ● ○ － － ○
59 桜井中央児童公園 粟殿 1001 ● ○ － － ○

60 朝倉台４号公園 朝倉台西
6-1370 ● ○ － － ○

61 昭和児童公園 桜井 243-1 ● ○ － － ○
62 多武峰第１駐車場 多武峰473外 ● 駐車場 ○ － － ○
63 赤尾地区コミュニティ集会所 赤尾 329-1 ● ○ ○ × ○
64 イオン桜井店 上之庄 278-1 ● 駐車場 ○ － － ○
65 LAMU（ラ・ムー） 桜井店 東新堂 500 ● 駐車場 ○ － － ○
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生まれ育った桜井に誇りと愛着

米田 清治さん

元岐阜経済大学長、イギリス研究者。
昭和 40 年から現在まで、桜井市の
図書館運営委員長。

桜
井
を
つ
な
ぐ
人

　
御
年
92
歳
。
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
大
字
桜
井
の
本
町
通
り
に
住
む
。

今
は
大
き
な
家
に
一
人
だ
。「
京
都

の
大
学
に
通
っ
て
い
た
と
き
も
、
岐

阜
で
勤
め
を
し
て
い
た
と
き
も
、
桜

井
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
は
よ
う
せ

ん
か
っ
た
。
こ
こ
が
好
き
や
か
ら

ね
ぇ
」。
そ
う
言
っ
て
米
田
さ
ん
は

笑
う
。
朝
か
ら
岐
阜
で
会
議
が
あ
っ

て
も
、毎
日
新
幹
線
で
通
っ
て
い
た
。

　
大
学
で
西
洋
史
を
学
び
、
イ
ギ
リ

ス
史
を
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し

た
。
家
の
蔵
に
は
お
よ
そ
３
万
冊
も

の
本
が
並
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
今
で

も
増
え
続
け
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

古
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
の
目

や
表
情
は
、
少
年
の
よ
う
に
生
き
生

き
し
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
首
都
の
ロ
ン
ド
ン
一

極
集
中
で
は
な
く
、
地
方
都
市
や
農

村
に
こ
そ
伝
統
的
な
良
さ
が
残
り
、

そ
れ
を
守
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
で
「
市
民
と
し
て
の

誇
り
」
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
桜
井
の
ま
ち
、
特
に
米
田
さ
ん

が
住
む
本
町
通
り
は
、
そ
の
イ
ギ
リ

ス
の
地
方
の
良
さ
に
近
い
も
の
が
あ

る
の
だ
と
言
う
。

　
本
町
通
り
三
丁
目
付
近
は
、昔「
中

之
町
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
「
ま
ち

の
中
心
・
真
ん
中
に
あ
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
そ
の
名
の
と
お
り
賑

わ
い
の
あ
る
地
域
で
あ
っ
た
。「
こ

こ
ら
へ
ん
に
は
呉
服
屋
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
ん
で
す
。魚
市
場
も
あ
っ
た
。

昔
は
近
所
だ
け
で
何
で
も
そ
ろ
い
ま

し
た
わ
」。
ま
ち
の
名
前
に
も
、
誇

り
が
あ
る
。
い
ま
旧
町
名
を
復
活
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
多
武
峯
街
道
と
旧
伊
勢
街
道
が
交

わ
る
場
所
は
、「
札
の
辻
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
札
の
辻
と
は
、
江
戸
時

代
、
一
般
市
民
に
向
け
た
お
知
ら
せ

や
禁
止
事
項
を
書
い
た
立
札
を
立
て

て
い
た
場
所
の
こ
と
。
そ
の
意
味
で

も
、
こ
の
辺
り
は
人
の
往
来
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

昨
年
末
、「
さ
く
ら
い
ま
ち
あ
る

き
マ
ッ
プ
」
と
題
し
た
立
体
的
な
案

内
板
を
近
く
に
設
置
し
た
。
大
阪
工

業
大
学
建
築
学
科
の
研
究
室
の
調
査

を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
地
元
商
店

街
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
協
力
し

た
。
地
域
の
生
き
字
引
で
あ
る
米
田

さ
ん
が
発
案
し
、
市
へ
の
働
き
か
け

な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
た
。「
案

内
板
を
作
ろ
う
と
い
う
話
が
決
ま
っ

た
と
き
、
地
域
の
人
は
み
ん
な
す
ぐ

協
力
し
て
く
れ
た
ね
。
結
束
力
や
、

こ
の
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
の
高
さ

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
す
や
ろ
」。

　
話
の
終
わ
り
に
、
案
内
板
を
一
緒

に
見
る
た
め
家
の
外
へ
出
た
。「
あ

ら
、
先
生
。
お
元
気
？
」
通
り
を
歩

く
人
み
な
に
笑
顔
で
声
を
掛
け
ら
れ

る
。
米
田
さ
ん
の
語
る
ま
ち
の
良
さ

は
、
こ
こ
に
あ
る
。

そ
の
３

私
の
住
む
本
町
通
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

地
方
の
良
さ
に
近
い
ん
で
す
。
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つどいの広場　
大字西之宮211-1 桜井西ふれあいセンター分館内　   43-9112

イベント名 日時 内容

年
齢
別

ふ
れ
あ
い
の
日

０歳児の日 6/8 ㊌ 9:00 ～ 12:00 カプセルのマラカスを作りましょう

１歳児の日 6/15 ㊌ 9:00 ～ 12:00 スタンプ押しをしましょう

２・３歳児の日 6/22 ㊌ 9:00 ～ 12:00 小麦粉粘土で遊びましょう

誕生日会（6月生まれ） 6/21 ㊋ 11:30、14:30 みんなでお祝いをしましょう

発育測定 6/20 ㊊ 10:00 ～ 11:30 身長・体重を計測できます。

双子のつどい 6/14 ㊋ 11:20 ～ 12:00 双子のお子さんと保護者のみなさん、一緒にお話しましょう
怒鳴らない子育て講
座～入門編～ 6/17 ㊎ 10:30 ～ 11:30 怒鳴らない子育ての「しつけ」の手法を一緒に学びます。10日 ( 金 ) 締

め切り。１歳半以上の保護者対象　定員 15名　託児あり
フレッシュ・パパマ
マ講座 6/18 ㊏ 9:30 ～ 11:30 ３～ 12か月の赤ちゃんとパパママ対象。10日 ( 金 ) 締め切り。

定員 10組

▽日時　　月～金曜　9:00 ～ 15:00（祝日を除く）

▽対象　０歳～就学前の子どもとその保護者　

乳幼児健診・相談・教室　　　　　　　　　　　　　　　　　
行事 対象 日程 備考

4か月児健康診査 平成 28年 2月生 6/17 ㊎・27㊊
受付時間　13：00～ 14：00
※ �2 歳 6か月児歯科健康診査は
　 9：00～ 10：00
場所　保健会館

10か月児健康診査 平成 27年 8月生 6/15 ㊌・30㊍
1歳 6か月児健康診査 平成 26年 11月生 6/9 ㊍・10㊎
2歳 6か月児歯科健康診査 平成 25年 11月生 6/9 ㊍
3歳 6か月児健康診査 平成 24年 11月生 6/22 ㊌・23㊍

すくすく相談
生後 9か月未満 6/14 ㊋ 受付時間　9：30～ 10：00

場所　保健会館
持ち物　母子手帳生後 9か月～ 1歳 7か月未満 6/28 ㊋

マタニティ教室 妊娠 4か月～ 8か月未満の妊
婦とその家族

7/5 ㊋・7/12 ㊋・7/25 ㊊
※けんこう増進課へ要申込
　(定員 20人）

実施時間　9：30～ 12：00
場所　保健会館
持ち物　母子手帳・筆記用具

もぐもぐ教室 生後 5か月～ 8か月未満のお
子さんの保護者

7/13 ㊌
※けんこう増進課へ要申込
　（定員 12人）　託児あり

実施時間　13：30～ 15：00
場所　中央公民館
持ち物　母子手帳・筆記用具

要申込

子どものページ
無料

要申込

子育て支援センター やまぼうし　
大字谷 280 飛鳥学院保育所内　 45-4356 

イベント名 日時
親子教室 お誕生会 6/10 ㊎ 10:00 ～ 11:30

特別企画
英語で遊ぼう 6/9 ㊍ 10:00 ～ 11:30
音で遊ぼう 6/16 ㊍ 10:00 ～ 11:30

親子体操・ハーブティー　　　　6/　24㊎ 10:00 ～ 11:30
ホール開放 6/11 ㊏・25㊏ 10:00 ～ 11:30
園庭開放 6/18 ㊏ 10:00 ～ 11:30

▽日時　月～金曜　9:00 ～ 12:00、12:30 ～ 15:00
　　　　土曜日　　10:00～ 11:30

▽対象　０歳～就学前の子どもとその保護者

▽費用　無料

畿央大学付属幼稚園 kio オープンガーデン　
朝倉台西 5-1093-321 　 45-0151 

日程 内容 相談・説明
6/4 ㊏ 幼稚園のお友達と遊びましょう 入園相談会
6/18 ㊏ 園庭開放、公開保育 入園説明会
6/21 ㊋ 音楽の先生と一緒に遊びましょう 入園相談会
6/25 ㊏ 園庭開放・子育て相談 入園説明会

7/1 ㊎ 七夕の笹飾りを作りましょう 入園相談会
願書受付開始

7/12 ㊋ 体育の先生とプールで遊びましょう 入園相談会
7/15 ㊎ 園庭開放、公開保育 入園説明会

▽日時　9:30 ～ 11:30

▽対象　1歳～就学前の子どもとその保護者

▽ �費用　１人 50円
　　　　（保険料含む。子どもと保護者での場合は 100円）　

遊びに来てね♪
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広
告

5/4 祝

4/8

日

登下校の安全を願って
　安全な登下校のため、市内小学校を代表して纒
向小学校の新入生に、県交通安全協会からランド
セルカバーが贈られました。贈呈式の中で教育長
は、「ランドセルカバーをつけて交通ルールを守り、
安全に登下校してください。また、先生方や地域
のみなさんへの感謝の気持ちを忘れないようにし
ましょう」と話しました。

金

機能別消防団が発足
　消防団員の減少やサラリーマン化により、平日
の昼間に不足する消防力を補うために、一度退職
した消防団員による機能別消防団が発足しました。
今後は火災時の活動はもとより、大規模災害が発
生した際にもこれまでの経験を活かして、桜井市
の安心・安全のための活動が期待されています。

4/24

桜井市

ＮＥＷＳ
PHOTO

❀
裏側を冒険したよ！
　社会教育課の主催で、小学生を対象に市民
会館と市立図書館のバックヤードツアーを行いまし
た。普段は入れない施設の裏側に子どもたちはドキド
キ。市民会館ではヘルメットをかぶり、客席の天井裏
や照明器具が並ぶ部屋を興味深々で見学しました。
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広
告

50 台ものクラシックカーが来たよ
　４年連続で、中部地方から近畿を巡るラリーイベ
ントとしてクラシックカーが桜井市を通りました。
磨かれた車体に太陽がキラキラ輝き、集まった多く
の市民が楽しみました。堺正章さんや近藤真彦さん
が姿を現すと、一段と大きな歓声が聞こえました。

4/24日

4/19火

4/16 土

子ども読書の日イベントを開催
　４月 23 日の子ども読書の日にちなみ、市立図
書館でパネルシアターや世界の昔話や物語の読み
聞かせが開催されました。パネルシアターでは、
いつもは絵本の中にいる登場人物が大きなパネル
ボードの上に登場して、子どもたちは大喜び。語
り手の柔らかい口調の話し方に、子どもたちは真
剣な表情で最後まで聞き入っていました。

隠れ家的スポットを発見
　桜井市初瀬観光センター南側の「水辺の広場」
では約 250 ～ 300 本の牡丹が見頃となりました。
例年 4月 29 日前後に見頃をむかえますが、今年
は気候がよく少し早かったようです。水辺の広場
では他にも地元の子どもたちによる鮎の放流イベ
ントなどもあり、きれいに整備された広場は身近
で気軽に鑑賞できるスポットになっています。
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作り方
① �鶏肉は脂を取って、削ぎ切りにする。ビニール
袋に入れ、Aで揉みこみ 10分ほど置く。

② �①の鶏肉に片栗粉をまぶす。フライパンに油を
熱し、両面カリッと焼く。余分な油をふき取り、
Bをからめる。

③皿にサラダ菜を敷き、②を盛り付ける。

主に市内で活動しているグループや団体の情報を
掲載するコーナーです。イベント告知・メンバー
募集などにお使いください。

揚げないチキン南蛮

今月の１品

材 料 分量 (4 人分 )
鶏 む ね 肉 ………………360g
Ａ
おろしにんにく…小さじ 1/2
酢……………………小さじ 1
酒……………………大さじ 1
マヨネーズ（ハーフ）…大さじ 1
片栗粉………………大さじ 2
サラダ油…………大さじ 2
Ｂ
砂糖…………………大さじ 3
酢 ………………… 大 さ じ 2
しょうゆ……………大さじ 2
サラダ菜…………………2 枚

MAKUAKE マーケット開催！
奈良の食 ・モノを中心にこだわりのある店舗を集
めたマーケットです。 まちの人にとっては気軽に
集えるような場所、出店者には多くの店舗や新し
く事業をしたい人が出会い、たくさんの新しいチャ
レンジが生まれる場所です。
6月 26日（日） 10:00 〜 15:00
桜井駅南口マルツ裏駐車場
瀧野（ 55-2360）

さくらい読書会「子ども読
よ み ち

未知」メンバー募集
子育て世代が中心。自分たちが楽しいと思える個
性を活かした読み聞かせがモットーです。絵本と
音楽をコラボするなど、新しい企画に楽しく挑戦
しています。募集は若干名、6月末日締切です。
月２回（金曜 9時～）定例会と勉強会
エルト桜井活動交流拠点 
市ボランティアセンター（ 42-2724）

エネルギー 209kcal 
塩分　　　 1.5 ｇ

まちの掲示板

広
告

問
所

日
所
問

このコーナーへ掲載を希望する人は、総務課文書広報係
（ 42-9111 内線 324）まで。先着順で受け付けます。
130字以内。掲載内容は要約することがあります。

日

食中毒に注意して、手や
調理器具はしっかり洗い
ましょう！
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編集後記

広報紙の担当になり約 2か月
が過ぎました。いろいろな現
場での取材を通して市民の方
の率直な気持ちや意見を聞く
ことが難しいなと実感しまし
た。でも反面、こんなに市民
の方と直接取材ができ、市民
の方に必要な情報が発信でき
る仕事をとても嬉しく感じて
います。6月号は「選挙権が
18歳以上に」がテーマ。難し
い内容ではありますが、誰も
が大切なことのはず。この機
会に選挙について一緒に考え
てみましょう。　　　　（蓑原）
４月、熊本県を中心に大きな
地震が発生。連日の余震情報
や現場から伝わるニュースに
心を痛める毎日です。熊本に
住む広報仲間に建物被害の写
真を提供してもらいました。
一日も早く平穏な日常が戻っ
てくるよう祈っています。み
なさんも、近くの避難所は道
順も含めて必ず確認しておい
てください。家族で、もしも
のときはどこに避難するのか
も相談しておきましょう。備
えは必要です。　　　　（土家）

広
告

ま
ち
か
ら
の
お
便
り

５
月
号
の
消
費
者
月
間
の
特
集

は
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
名
前
は
聞
い
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
ど
こ

に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
か
っ
た

「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
や
、

優
し
そ
う
な
相
談
員
の
方
々
の

様
子
が
詳
し
く
分
か
っ
て
、
こ

れ
か
ら
自
分
や
家
族
に
何
か

あ
っ
た
時
、
友
人
に
相
談
を
受

け
た
時
に
、
気
軽
に
安
心
し
て

相
談
で
き
る
場
所
が
近
く
に
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。　
　
　
　
（
30
代
・
匿
名
）

消
費
生
活
相
談
の
こ
と
は
全
然

知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
紙

面
に
載
っ
て
い
た
２
人
と
も
優

し
そ
う
だ
っ
た
し
、
何
で
も
相

談
に
の
っ
て
く
れ
そ
う
で
、
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
あ
と
、

子
ど
も
の
写
真
が
多
く
て
和
み

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！（

20
代
・
匿
名
）

子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
が
充
実
し

た
の
で
、と
て
も
助
か
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
情
報
よ
り

詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
参
加
す
る
意
欲
が
出
ま
し

た
。
今
日
初
め
て
つ
ど
い
の
広

場
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
広
報

紙
を
見
た
と
い
う
人
が
多
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て

情
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。　
　
　
（
30
代
・
Ｏ
さ
ん
）

　
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

消
費
者
月
間
特
集
の
中
で
、「
消

費
生
活
相
談
窓
口
」
の
こ
と
を
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と

い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
相
談
窓
口
は
も
ち
ろ
ん
、
出
前

講
座
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
わ
か
ざ
く
ら
へ
の
感
想
や
、

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
企
画
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
総
務
課
文
書
広
報
係

（
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟

殿
４
３
２
‐
１

42
‐
９
１
１
１

FAX‌

42
‐
２
６
５
６
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
「
ご
意
見
・
ご
要
望
フ
ォ
ー

ム
」
や
、
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
送

信
で
き
ま
す
。



◇市民の動き◇　平成28年４月 30日現在（前月比）
〈人口  58,865 人 (-24)〉〈男  28,000 人 (-20)〉〈女  30,865 人 (-4)〉〈世帯数  24,575 世帯 (+42）〉
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桜
井
駅
南
口
か
ら
南
方
へ
８
０
０

ｍ
ほ
ど
行
く
と
、
桜
井
小
学
校
の
西

に
あ
る
桜
井
公
園
の
敷
地
内
に
「
土

舞
台
」と
呼
ば
れ
る
丘
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
土
舞
台
は
、推
古
天
皇
の
時
代
、

聖
徳
太
子
が
初
め
て
「
国
立
の
演
劇

研
究
所
」
と
「
国
立
の
劇
場
」
の
２

つ
を
設
け
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
推
古
天
皇

20
年（
６
１
２
年
）
に
、
百
済
人
の

味み

ま

し
摩
之
が
帰
化
し
て
「
私
は
中
国
の

呉
の
国
で
伎く
れ
の
う
た
ま
い

楽
舞
を
学
ん
で
き
ま
し

た
」
と
言
う
の
で
、
桜
井
で
少
年
た

ち
を
集
め
て
学
ば
せ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
話
は
、
日
本
で
伎
楽
が
行
わ

れ
た
最
古
の
記
述
で
す
。
戦
後
、
桜

井
市
出
身
の
文
筆
家
で
あ
る
保
田
與

重
郎
氏
が
、
市
内
の
桜
井
公
園
の
中

に
あ
る
土
舞
台
が
そ
の
地
で
あ
る
と

考
案
し
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
芸
能

発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
田
氏
は
、「
こ
れ
だ
け
の
史
跡

地
は
広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
」
と
有
志
を
募

り
、
昭
和
47
年
11
月
に
「
土
舞

台
」
と
書
い
た
石
碑
を
建
て
ま

し
た
。

　

除
幕
式
は
市
が
後
援
と
な

り
、
盛
大
に
顕
彰
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
特
別
来
賓
と
し

て
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
朝

永
振
一
郎
夫
妻
、
劇
作
家
の
福

田
恒
存
、
森
繁
久
弥
、
岸
田
今

日
子
、
仲
谷
昇
の
各
氏
ら
が
出

席
。
森
繁
氏
が
芸
能
人
代
表
と

し
て
「
歌
舞
伎
か
ら
漫
才
に
至

る
ま
で
、
我
が
国
の
芸
能
人
は

こ
こ
に
参
っ
て
か
ら
各
自
の

芸
を
演
ず
る
べ
き
だ
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
界
か
ら
著
名
人
が
集
ま
り
、
今

日
ま
で
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
芸
能
文
化
の
始
ま
り
と
な
っ
た
場

所
を
、ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
10
月
に
は
顕
彰
大
祭
と
芸
能
イ

ベ
ン
ト
が
催
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
井
市
制
祝
賀
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
よ
り

昔
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、
総
務
課
文
書
広
報
係
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

旧桜井中学校前 旧桜井駅前

顕彰式典のようす

日
本
の
国
の
は
じ
ま
り
・
桜
井

～
日
本
芸
能
発
祥
の
地
～

昭
和
31
年

　


